
は
じ
め
に

一　

三
峰
神
社
・
宝
登
山
神
社
と
東
京
本
田
講

二　

資
料
か
ら
み
る
本
田
講
の
あ
ゆ
み

三　

現
在
の
登
拝
と
講
元
の
活
動

お
わ
り
に

は
じ
め
に

　

東
京
本
田
講
は
、
東
京
都
葛
飾
区
の
地
域
に
展
開
す
る
三
峰
神
社
（
埼
玉
県
秩
父

市
）、
宝
登
山
神
社
（
埼
玉
県
秩
父
郡
長
瀞
町
）
へ
登
拝
す
る
講
で
あ
る）

1
（

。
明
治
後

期
に
、
地
元
在
住
の
坂
田
眞
十
郎
氏
が
三
峰
講
と
し
て
開
講
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和

三
年
（
一
九
二
八
）
か
ら
宝
登
山
神
社
へ
の
登
拝
も
始
ま
っ
た
。
宝
登
山
神
社
境
内

に
は
、
登
拝
を
記
念
し
た
「
登
拝
記
念
碑
」（
昭
和
四
七
年
〈
一
九
七
二
〉）
も
建
立

さ
れ
て
い
る
。
東
京
本
田
講
は
、
最
盛
期
に
は
一
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
登
拝
者
が
お

り
、
数
々
あ
る
三
峰
講
、
宝
登
山
講
の
中
で
も
、
か
な
り
規
模
が
大
き
く
有
力
な
講

で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
東
京
本
田
講
は
、
宝
登
山
神
社
で
有
名
講
と
し
て
分
類
し

て
い
る
講
で
あ
る
。
有
名
講
と
は
、
五
人
講
（
五
人
一
組
で
組
織
し
て
、
毎
年
内
一

人
が
代
参
す
る
形
式
の
講
）
も
し
く
は
総
参
講
（
五
人
講
の
中
で
、
代
参
形
式
で
な

く
全
員
で
登
拝
す
る
形
式
の
講
）
で
、
総
人
数
が
お
お
よ
そ
三
〇
人
以
上
の
講
で
特

別
に
名
前
を
付
け
た
講
の
こ
と
を
言
う）

2
（

。
そ
の
中
で
も
最
大
規
模
の
講
が
、
東
京
本

田
講
な
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
東
京
本
田
講
の
よ
う
に
、
昭
和
前
期
か
ら
昭
和
四
〇
年
代
（
一
九
六
五
）

に
か
け
て
、
三
峰
神
社
登
拝
の
帰
山
時
、
宝
登
山
神
社
へ
立
ち
寄
り
参
拝
す
る
講
、

す
な
わ
ち
三
峰
講
に
宝
登
山
講
の
機
能
を
付
加
し
た
講
の
事
例
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
。
東
京
、
埼
玉
、
群
馬
方
面
か
ら
の
三
峰
神
社
登
拝
は
、
鉄
道
、
バ
ス
い
ず
れ

に
せ
よ
、
ほ
ぼ
長
瀞
を
通
過
し
て
い
た
。
宝
登
山
神
社
は
、
そ
こ
に
注
目
し
そ
れ
ら

の
講
に
途
中
下
車
し
て
も
ら
い
、
登
拝
を
促
し
講
の
拡
張
を
図
っ
た
の
で
あ
り
、
東

京
本
田
講
も
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
拙
稿
「
宝
登
山
の
オ
イ
ヌ
サ
マ
信
仰
と
宝
登
山

講
」）

3
（

で
は
、
そ
の
よ
う
な
事
例
の
一
つ
と
し
て
東
京
本
田
講
に
関
し
て
記
述
し
た
。

本
稿
は
、
拙
文
中
で
記
述
で
き
な
か
っ
た
部
分
を
含
め
て
、
再
構
成
し
て
ま
と
め
る

こ
と
と
す
る
。
聞
き
取
り
で
得
ら
れ
た
情
報）

4
（

と
宝
登
山
神
社
で
記
録
さ
れ
た
資
料

「
東
京
本
田
講
記
録
」（
平
成
一
一
年
〈
一
九
九
九
〉
に
、
東
京
本
田
講
の
講
元
の
も

と
へ
、
宝
登
山
神
社
か
ら
そ
の
写
し
が
送
ら
れ
た
。「
東
京
本
田
講
記
録
」
の
資
料

標
題
は
筆
者
が
名
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
中
で
は
そ
の
名
称
を
利
用
し
た
い
。

詳
細
に
関
し
て
は
第
二
章
参
照
）
を
も
と
に
、
東
京
本
田
講
の
歴
史
な
ど
、
そ
の
全

体
に
関
し
て
論
じ
た
い
。
本
稿
は
、
東
京
本
田
講
と
い
う
一
つ
の
講
の
事
例
を
詳
細

に
記
述
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
東
京
本
田
講
の
こ
と
を
明

か
に
し
て
い
る
こ
と
に
留
ま
ら
ず
、
他
の
三
峰
講
、
宝
登
山
講
の
登
拝
パ
タ
ー
ン
な

ど
を
知
る
手
が
か
り
に
な
る
と
考
え
た
い
。
ま
た
、
記
述
に
際
し
て
、
時
間
の
経
過

東
京
本
田
講
に
関
す
る
一
考
察

西
　
村
　
敏
　
也
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と
と
も
に
東
京
本
田
講
そ
の
も
の
は
も
ち
ろ
ん
、
講
を
取
り
巻
く
状
況
も
変
化
し
て

い
く
様
子
に
も
注
意
し
た
い
。
ま
た
、
巨
大
な
講
を
受
け
入
れ
る
宝
登
山
神
社
、
そ

し
て
長
瀞
の
人
々
の
対
応
に
も
目
配
り
し
た
い
と
考
え
る
。

一
　
三
峰
神
社
・
宝
登
山
神
社
と
東
京
本
田
講

１
．
三
峰
神
社
と
宝
登
山
神
社

　

そ
れ
で
は
、
東
京
本
田
講
の
こ
と
に
触
れ
る
前
に
、
ま
ず
三
峰
神
社
と
三
峰
講
、

そ
し
て
、
宝
登
山
神
社
と
宝
登
山
講
に
関
し
て
説
明
し
て
お
き
た
い）

5
（

。
三
峰
神
社

は
、
埼
玉
県
秩
父
市
に
鎮
座
し
て
い
る
が
、
近
世
ま
で
は
神
仏
習
合
神
で
あ
る
三
峰

権
現
を
別
当
寺
で
あ
る
観
音

院
が
奉
斉
し
、
管
理
す
る
体

制
に
あ
っ
た
（
写
真
１
）。

近
代
の
神
仏
分
離
の
影
響
に

よ
り
、
観
音
院
は
廃
寺
と
な

り
、
そ
の
後
は
神
道
一
途
の

三
峰
神
社
と
な
り
現
在
に
至

る
。そ
し
て
、近
世
以
来
、現

在
ま
で
登
拝
を
続
け
る
信
仰

団
体
が
三
峰
講
で
あ
る
。
一

方
、
宝
登
山
神
社
は
埼
玉
県

秩
父
郡
長
瀞
町
に
鎮
座
し
、

近
世
ま
で
は
、
神
仏
習
合
神

で
あ
る
宝
登
山
権
現
を
、
別

当
寺
玉
泉
寺
が
奉
斉
、
管
理

し
て
い
た
（
写
真
２
）。
近
代
に
な
り
、
神
仏
分
離
以
後
廃
仏
毀
釈
が
吹
き
荒
れ
た

も
の
の
、
玉
泉
寺
は
廃
寺
と
な
ら
ず
、
そ
の
後
も
残
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
中

心
は
宝
登
山
神
社
に
移
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
宝
登
山
神
社
へ
登
拝
す
る
信
仰
集
団

が
宝
登
山
講
で
あ
る
。
両
者
と
も
信
仰
対
象
と
す
る
山
岳
で
あ
る
三
峰
山
、
宝
登
山

の
神
の
眷
属
神
を
、
オ
イ
ヌ
サ
マ
と
措
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
オ
イ
ヌ
サ
マ
の
御
利

益
を
信
じ
て
オ
イ
ヌ
サ
マ
の
お
札
、
す
な
わ
ち
御
眷
属
札
を
請
け
る
た
め
に
各
講
が

組
織
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
オ
イ
ヌ
サ
マ
信
仰
の
講
組
織
と
い
う
こ
と
に

な
る）

6
（

。
ち
な
み
に
、
そ
の
御
利
益
は
、
主
に
都
市
部
で
は
火
防
・
盗
賊
除
け
や
商
売

繁
盛
、
農
村
部
で
は
五
穀
豊
穣
な
ど
で
あ
る
。
た
だ
し
、
社
会
変
化
に
応
じ
て
、
現

在
は
農
村
部
で
も
主
た
る
御

利
益
は
火
防
・
盗
賊
除
け
と

な
っ
て
い
る
。

　

２
．
東
京
本
田
講
概
略

　

次
に
、
東
京
本
田
講
の
概

略
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

以
下
、
原
則
的
に
東
部
講
元

瀧
澤
一
郎
氏
か
ら
お
伺
い
し

た
お
話
か
ら
構
成
し
た
い）

7
（

。

　

東
京
本
田
講
の
登
拝
時
期

は
毎
年
六
月
で
あ
り
、
こ
れ

は
講
を
始
め
た
時
以
来
変

わ
っ
て
い
な
い
。
講
員
は
、

毎
年
募
集
し
て
い
る
が
、
そ
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（写真１）三峰神社（随身門）
（写真２）宝登山神社（拝殿）



れ
は
、
一
つ
に
は
登
拝
を
続
け
て
い
る
と
、
必
ず
高
齢
、
病
気
の
た
め
参
加
出
来
な

く
な
る
人
が
い
る
。
毎
年
新
し
い
人
に
声
を
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
講
員
数
の
維

持
、
増
加
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
、
講
の
発
展
を
促
す
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、

世
話
人
の
努
力
が
相
当
必
要
に
な
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る）

8
（

。

　

東
京
本
田
講
の
メ
イ
ン
と
な
る
行
事
は
登
拝
で
あ
る
が
、
そ
の
詳
細
は
次
章
以
降

に
譲
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
他
活
動
を
押
さ
え
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
神
社

に
よ
る
講
社
巡
回
で
あ
る
。
三
峰
山
神
社
の
東
京
本
田
講
担
当
神
職
は
、
逸
見
房
雄

氏
で
あ
り
、
年
末
の
一
二
月
二
〇
日
前
後
、
挨
拶
に
訪
れ
る
。
そ
の
際
、
三
峰
神
社

で
毎
年
作
成
す
る
記
念
品
を
持
参
す
る
。
例
え
ば
、
手
帳
、
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
、
懐
中

電
灯
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
講
社
訪
問
は
昔
か
ら
の
習
慣
で
あ
り
、
逸
見
氏
の
前
任
は

野
上
氏
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
神
社
で
は
、
講
の
役
員
が
亡
く
な
っ
た
時
は
、
葬
儀
に
も
参
列
す
る
。
た

と
え
ば
、
昭
和
五
八
年
（
一
九
八
三
）、
本
部
の
先
達
を
勤
め
て
い
た
神
職
春
日
秀

郎
氏
死
去
の
際
に
は
、
宝
登
山
神
社
で
は
、
弔
電
を
打
ち
告
別
式
に
花
輪
、
香
典
を

出
し
た
こ
と
に
留
ま
ら
ず
、
松
本
権
祢
宜
が
葬
儀
に
参
列
し
て
い
る）

9
（

。
講
社
訪
問
の

他
、
こ
の
よ
う
な
形
で
も
、
神
社
と
講
間
で
フ
ェ
イ
ス
・
ト
ゥ
・
フ
ェ
イ
ス
の
密
度

の
高
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
り
、
そ
の
上
に
登
拝
と
い

う
大
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
返
し
お
こ
な
わ
れ
続
け
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
三
峰
神
社
か
ら
拝
借
し
て
き
た
御
眷
属
を
納
め
る
祠
に
関
し
て
、
触
れ
て
お

き
た
い
（
写
真
３
）。
講
全
体
を
守
護
す
る
御
眷
属
を
納
め
る
講
の
祠
は
、
現
在
講

元
瀧
澤
一
郎
氏
の
敷
地
に
あ
る
。
祠
は
大
正
時
代
頃
か
ら
の
も
の
で
あ
り
、
八
〇
年

以
上
経
っ
て
い
る
と
い
う
。
二
〜
三
年
前
に
、
修
理
し
た
。
材
質
は
、
御
影
石
で
出

来
て
い
る
。
か
つ
て
、
現
在
と
別
の
場
所
に
祀
ら
れ
て
い
た
が
、
瀧
澤
家
が
そ
の
土

地
を
売
却
し
た
の
で
、
現
在
の
会
社
兼
自
宅
の
敷
地
内
に
移
動
し
た
。
毎
月
一
日
に

は
、
供
物
・
水
・
酒
を
上
げ
、
お
祀
り
し
て
い
る
。
立
石
地
区
の
鎮
守
で
あ
る
立
石

熊
野
神
社
の
宮
司
に
は
、
正
月
・
五
月
・
九
月
に
来
て
も
ら
い
、
安
全
祈
願
を
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。
祠
の
前
で
祭
典
を
執
り
行
う
が
、
同
時
に
会
社
と
そ
の
商
売
の
繁

栄
祈
願
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
六
月
の
登
拝
前
に
は
、
祠
か
ら
御
眷
属
を
取
り
出

し
て
登
拝
当
日
、
三
峰
神
社
へ
持
参
す
る）
10
（

。
新
し
い
御
眷
属
を
請
け
て
帰
っ
て
来
る

と
、
翌
々
日
頃
、
祠
へ
納
め
る
。

　

続
い
て
、
講
の
組
織
の
変
遷
と
講
元
の
変
遷
を
み
て
お
き
た
い
。
当
初
一
つ
の
講

と
し
て
活
動
を
続
け
て
き
た
が
、
世
話
人
の
努
力
も
あ
っ
て
一
度
に
一
〇
〇
〇
人
の

講
員
が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
一
度
に
三
峰
神
社
へ
宿
泊
で
き
な
く

な
っ
た
こ
と
、
な
お
か
つ
仮
に
無
理
に
大
勢
を
宿
泊
さ
せ
た
場
合
、
消
防
法
に
抵
触

す
る
た
め
、
昭
和
三
五
年
（
一
九
六
〇
）
か
ら
、
本
部
（
講
元
坂
田
直
吉
氏
）
と
東

部
（
講
元
瀧
澤
一
郎
兵
衛
氏
）
の
二
つ
に
分
け
、
別
日
に
登
拝
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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本
部
は
、
主
に
四
つ
木
の
地
域
、
東
部
は
立
石
・
松
戸
・
金
町
、
そ
れ
ぞ
れ
の
在
住

者
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。
現
在
は
、
世
話
人
が
住
ん
で
い
る
地
域
と
い
う
意
味
あ
い

で
、
世
話
人
は
地
域
を
越
え
て
講
員
を
募
集
す
る
の
で
、
講
員
の
居
住
地
は
様
々
に

な
っ
て
い
る
。
最
盛
期
、
本
部
は
三
〇
〇
人
、
東
部
は
八
〇
〇
人
の
講
員
で
登
拝
を

お
こ
な
っ
て
い
た
。

　

次
に
講
元
に
つ
い
て
で
あ
る
。
初
代
講
元
は
坂
田
眞
十
郎
氏
で
あ
る
。
そ
の
後
、

二
代
目
講
元
は
加
藤
徳
治
郎
氏
、
三
代
目
講
元
は
坂
田
氏
息
子
坂
田
直
吉
氏
、
四
代

目
講
元
は
吉
野
博
之
氏
、
五
代
目
講
元
は
坂
田
登
貴
子
氏
と
続
く
。
そ
の
後
、
昭
和

三
五
年
以
後
本
部
、
東
部
に
組
織
が
分
か
れ
る
と
、
東
部
で
は
、
坂
田
眞
十
郎
氏
娘

で
、
坂
田
直
吉
氏
の
姉
よ
ね
氏
の
夫
で
あ
る
瀧
澤
利
兵
衛
氏
の
子
一
郎
兵
衛
氏
が
初

代
講
元
に
な
っ
た
。
そ
の
子
一
郎
氏
が
、
東
部
二
代
目
講
元
で
あ
る
。

　

東
京
本
田
講
は
、
登
拝
時
の
受
け
入
れ
先
で
あ
る
長
瀞
の
人
々
の
間
で
、
特
別
な

思
い
で
見
ら
れ
て
い
た
。
長
瀞
を
訪
れ
る
講
の
中
で
、
最
盛
期
一
〇
〇
〇
人
以
上
に

な
っ
た
最
大
規
模
の
講
で
あ
っ
た
が
、
長
瀞
で
は
梅
講
な
ど
と
呼
ん
で
い
た
。
そ
の

理
由
は
、
梅
の
時
期
に
来
る
か
ら
と
も
、
梅
の
時
期
に
登
拝
し
て
は
大
量
の
梅
を
購

入
し
て
い
く
か
ら
と
も
言
わ
れ
る）
11
（

。
現
在
の
東
部
講
元
の
瀧
澤
一
郎
氏
が
経
営
す
る

会
社
「
東
京
和
晒
」
は
、
昭
和
三
〇
年
代
（
一
九
五
五
）、
山
形
県
の
寒
河
江
や
村

山
の
地
域
か
ら
多
く
の
集
団
就
職
者
を
受
け
入
れ
て
い
た
。
当
時
は
三
〇
人
ほ
ど
雇

い
、
寮
も
保
有
し
て
い
た
。
長
瀞
の
人
が
梅
講
と
認
識
す
る
理
由
に
呼
応
す
る
よ
う

に
、
確
か
に
登
拝
す
る
六
月
は
丁
度
梅
の
収
穫
時
期
で
あ
り
、
秩
父
の
梅
は
安
価
で

あ
る
こ
と
か
ら
講
の
登
拝
時
に
大
量
に
購
入
し
て
い
た
。
梅
干
し
に
し
て
、
寮
の
食

事
に
出
し
た
り
、
梅
酒
に
し
て
社
員
に
出
し
た
り
し
た
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
、
他
の

講
員
も
多
く
の
梅
を
購
入
し
た
と
い
う
。
現
在
は
、
梅
干
し
は
既
製
品
で
購
入
し
て

し
ま
う
の
で
、
登
拝
時
に
そ
れ
ほ
ど
多
く
購
入
し
な
く
な
っ
た
。
長
瀞
の
人
々
は
、

こ
の
講
が
帰
る
と
そ
れ
ま
で
忙
し
か
っ
た
講
の
登
拝
が
一
旦
落
ち
着
く
、
す
な
わ
ち

比
較
的
楽
な
時
期
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
風
物
詩
と
し
て
捉

え
て
い
た
。
大
変
、
印
象
深
い
講
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

二
　
資
料
か
ら
み
る
本
田
講
の
あ
ゆ
み

１
．
表
に
関
し
て

　

本
章
で
は
、
宝
登
山
神
社
で
記
録
し
て
き
た
資
料
「
東
京
本
田
講
記
録
」）
12
（

を
も
と

に
、
東
京
本
田
講
の
あ
ゆ
み
を
た
ど
っ
て
み
た
い
。
本
章
で
利
用
す
る
資
料
「
東
京

本
田
講
記
録
」
は
、
東
部
講
元
の
瀧
澤
一
郎
氏
が
、
宝
登
山
神
社
へ
同
講
の
登
拝
記

録
の
照
会
を
し
た
と
こ
ろ
、
平
成
一
一
年
（
一
九
九
九
）
六
月
に
宝
登
山
神
社
か
ら

送
ら
れ
て
き
た
資
料
（
写
し
）
で
あ
る
。
よ
っ
て
原
本
は
、
宝
登
山
神
社
で
管
理
さ

れ
て
い
る
。
資
料
は
、
神
社
側
が
毎
年
の
東
京
宝
登
山
講
の
登
拝
を
記
録
し
た
も
の

で
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
か
ら
平
成
一
一
年
ま
で
の
記
録
の
写
し
で
あ
る
。
瀧

澤
氏
の
ご
厚
意
で
、
こ
の
資
料
を
閲
覧
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。

　

さ
て
、
こ
の
資
料
を
整
理
し
作
成
し
た
の
が
、（
表
１
）（
表
２
）（
表
３
）「
東
京

本
田
講
記
録
」
か
ら
、
で
あ
る
。
表
中
の
項
目
は
、
登
拝
実
施
年
度
、
参
加
形
態

（
合
同
・
本
部
・
東
部
）、
講
全
体
の
参
加
者
数
、
宝
登
山
神
社
で
直
会
（
中
食
の
こ

と
。
以
後
直
会
に
統
一
）
を
と
っ
た
数
、
宝
登
山
で
祈
祷
を
受
け
た
数
、
登
拝
交
通

手
段
、
登
拝
日
、
備
考
で
あ
る
。
宝
登
山
神
社
登
拝
が
始
ま
っ
た
当
時
、
講
全
体
の

参
加
者
数
は
ほ
と
ん
ど
記
録
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
記
録
さ
れ
て
い
る
の
は
昭
和
八

年
（
一
九
三
三
）、
九
年
（
一
九
三
四
）
の
み
で
あ
る
。
当
初
は
、
直
会）
13
（

は
、
登
拝

参
加
者
全
体
の
一
割
程
度
が
受
け
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
時
代
が
下
る

に
つ
れ
、
直
会
を
受
け
る
人
数
も
増
加
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
昭
和
三
〇
年
（
一
九

五
五
）
年
頃
か
ら
、
参
加
者
全
体
が
祈
祷
、
直
会
を
受
け
る
時
代
を
迎
え
る
。
ま
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（表１）東京本田講記録から（一講）

登拝年度 参加形態 講参加全体数
宝登山
登拝者数

（直会・中食）
祈祷者
数

登拝交通
手段

宝登山
登拝日 備考

昭和 3 年 一講 70 鉄道 6月20日 宝登山神社初登拝、講元坂田眞十郎
昭和 4 年 一講 71 鉄道 6月20日
昭和 5 年 一講 75 鉄道 6月20日
昭和 6 年 一講 77 鉄道 6月20日
昭和 7 年 一講 78 鉄道 6月20日
昭和 8 年 一講 890 89 鉄道 6月19日
昭和 9 年 一講 780 79 鉄道 6月20日

昭和10年 一講 87 遊覧自動
車（バス） 6月20日 バス4台。講元乗車の車がパンク。間に

合わず副講元立会で祭事挙行
昭和11年 一講 76 鉄道 6月20日
昭和12年 一講 113 鉄道 6月20日
昭和13年 一講 118 鉄道 6月20日
昭和14年 一講 当年記録無し
昭和15年 一講 250 鉄道 6月20日 同日、秩父町東講、羽生講社に登山あり
昭和16年 一講 268 鉄道 6月20日
昭和17年 一講 292 鉄道 6月20日 講元加藤徳治郎交代
昭和18年 一講 100 鉄道 6月20日
昭和19年 一講 当年記録無し
昭和20年 一講 当年記録無し
昭和21年 一講 120 鉄道 6月20日
昭和22年 一講 当年記録無し
昭和23年 一講 当年記録無し
昭和24年 一講 無し 鉄道・バス 6月20日 宝登山神社中食なし。中食は見晴亭にて
昭和25年 一講 253 鉄道・バス 6月20日
昭和26年 一講 367 鉄道・バス 6月20日 神札記念品授与所設置
昭和27年 一講 384 鉄道・バス 6月20日

昭和28年 一講 438 鉄道・バス 6月20日 1枚綴りの券（乗車券・食事券・中食
券・祈祷申込券）が利用される

昭和29年 一講 596 鉄道・バス 6月21日 鉄道組200名で21日。バス組25名で21
日。バス8台

昭和30年 一講 430 150 鉄道・バス 6月29・20日 バス組19日。鉄道組20日登山。バス9台
昭和31年
　 一講 418 182 鉄道・バス 6月20・26日 バス組6月20日、鉄道組6月26日登山。バス8台

昭和32年 一講 390 233 鉄道・バス 6月20日 バス組20日、鉄道組21日登山

昭和33年 一講 543 198 鉄道・バス 6月20日 鉄道・バスともに20日、バスの祈祷は
523。バス10台

昭和34年 一講 575 312 鉄道・バス 6月21・22日 鉄道組21日、バス組22日登山

（表２）東京本田講記録から（本部）

登拝年度 参加形態 講参加全体数
宝登山
登拝者数

（直会・中食）
祈祷者
数

登拝交通
手段

宝登山
登拝日 備考

昭和35年 本部 271 鉄道・バス 6月20日
昭和36年 本部 244 鉄道・バス 6月20日 甲組がバス、乙組が鉄道
昭和37年 本部 記録無し
昭和38年 本部 207 鉄道・バス 6月24日 バス2台。玉泉間（207名）・記念館（87名）
昭和39年 本部 377 鉄道・バス 6月22日 バス3台
昭和40年 本部 318 318 鉄道・バス 6月21日 バス2台
昭和41年 本部 327 327 鉄道・バス 6月20日 バス3台
昭和42年 本部 412 412 バス 6月20日 バス8台
昭和43年 本部 336 336 バス 6月17日 バス8台・東本田講の参拝形式
昭和44年 本部 346 346 バス 6月23日 バス8台
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昭和45年 本部 403 403 バス（？） 6月22日
昭和46年 本部 464 464 バス 6月21日 バス9台
昭和47年 本部 463 463 バス 6月19日 バス10台
昭和48年 本部 424 424 バス 6月18日 バス10台
昭和49年 本部 ー 403 バス 6月17日 バス9台
昭和50年 本部 472 472 バス 6月23日 バス11台

昭和51年 本部 426 426 バス 6月21日
8月18日 バス10台

昭和52年 本部 390 390 バス 6月20日 バス10台
昭和53年 本部 ー 375 バス 6月19日 バス10台
昭和54年 本部 407 407 バス 6月25日 バス9台

昭和55年 本部 ー 176 322 バス 6月23日 バス7台。バス3台分は「宝登山亭」「若
松屋」で昼食。人員確認せず不手際

昭和56年 本部 323 121 323 バス 6月22日
バス把握できていない。記事、東京豊
三講と一緒で賑わいはある。来年参集
殿が出来るので神社利用の講員増すと
展望記す

昭和57年 本部 252 104 252 バス 6月21日 バス7台（全体）。神社、長瀞食堂4軒に
分散して昼食

昭和58年 本部 259 178 259 バス 6月20日 バス6台。うち4台が神社で直会
昭和59年 本部 308 171 308 バス 6月18日 バス7台。うち4台が神社で直会
昭和60年 本部 333 161 333 バス 6月17日 バス8台。うち4台が神社で直会
昭和61年 本部 251 131 251 バス 6月23日 バス7台。うち4台が神社で直会
昭和62年 本部 256 129 256 バス 6月22日 バス6台。うち3台が神社で直会
昭和63年 本部 ー 108 267 バス 6月20日 バス7台。うち3台が神社で直会
平成元年 本部 ー 107 272 バス 6月19日 バス7台。うち3台が神社で直会
平成 2 年 本部 256 119 256 バス 6月18日 バス7台。吉野講元体調優れず参加せず

平成 3 年 本部 228 48 228 バス 6月17日 「若松屋」バス2台。「宝登山亭」バス2
台。神社1台。合計5台

平成 4 年 本部 215 100 215 バス 6月22日 バス5台。新講元坂田登喜子
平成 5 年 本部 187 80 44 バス 6月21日 バス6台。祈祷者減っている
平成 6 年 本部 188 101 31 バス 6月20日 バス5台
平成 7 年 本部 ー 99 32 バス 6月19日 バス4台
平成 8 年 本部 ー 118 33 バス 6月17日 バス4台
平成 9 年 本部 ー 93 26 バス 6月16日 バス3台
平成10年 本部 149 100 29 バス 6月22日 バス4台

（表３）東京本田講記録から（東部）

登拝年度 参加形態 講参加全体数
宝登山
登拝者数

（直会・中食）
祈祷者
数

登拝交通
手段

宝登山
登拝日 備考

昭和35年 東部　 492 492 バス 6月19日
昭和36年 東部　 541 521 バス 6月19日
昭和37年 東部　 547 547 バス 6月17日
昭和38年 東部　 669 669 バス 6月23日
昭和39年 東部　 708 708 バス 6月21日

昭和40年 東部　 683 662 バス 6月20日 バス13台（三ツ矢観光バス）。乗務員28
人直会。この年から詳細な書類

昭和41年 東部　 691 691 バス 6月19日 バス14台。乗務員28人中食（直会から
中食の記載へ）

昭和42年 東部　 800 800 バス 6月18日 バス15台。乗務員28人中食
昭和43年 東部　 669 669 バス 6月16日 バス13台（三ツ矢観光バス）
昭和44年 東部　 813 813 バス 6月22日 バス16台
昭和45年 東部　 754 754 バス 6月21日 バス15台（内山観光バス）
昭和46年 東部　 776 776 バス 6月20日 バス16台。乗務員30人中食

昭和47年 東部 782 782 バス 6月18日 バス16台（内山観光バス）。乗務員19人
直会



た
、
参
加
者
増
大
の
た
め
、
同
時
期
、
鉄
道
、
バ
ス
の
組
は
別
日
に
登
拝
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
、
昭
和
三
五
年
（
一
九
六
五
）
か
ら

は
、
本
部
、
東
部
と
い
う
別
組
織
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
れ
ま
で
、
罫
紙
に
記
さ
れ
、
神
社
の
書
き
手
に
よ
っ
て
情
報
が
ま
ち
ま
ち
に

な
っ
て
い
た
も
の
が
、
昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
）
か
ら
宝
登
山
神
社
が
作
成
し
た

講
専
用
の
用
紙
に
、
登
拝
の
デ
ー
タ
が
記
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
講
全
体
の
登
拝
者
と
、
宝
登
山
神
社
の
登
拝
数
が
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
表
の
講
全
体
の
登
拝
者
欄
を
後
の
ほ
う
の
時
代
の
と
こ
ろ
を
埋
め
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
専
用
用
紙
に
そ
の
欄
が
設
け
ら
れ
宝
登
山
神
社
で
数
を
記
録
し
出
し
た

お
陰
で
あ
る）
14
（

。

　

ま
た
、
本
部
は
昭
和
五
五
年
（
一
九
八
〇
）
以
降
、
祈
祷
を
受
け
る
も
の
の
、
直

会
は
受
け
な
い
講
員
が
増
加
し
て
い
く
。
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
を
境
に
、
祈
祷

を
受
け
る
も
の
の
数
が
激
減
す
る
。
一
方
、
東
部
で
は
昭
和
五
七
年
（
一
九
八
二
）

頃
か
ら
講
全
体
の
参
加
者
が
減
少
し
て
来
る
。
そ
の
頃
、
直
会
を
受
け
る
が
、
祈
祷

を
受
け
な
い
と
い
う
人
の
数
が
増
加
し
て
い
く
。
講
全
体
の
参
加
者
の
半
数
が
直
会

を
受
け
る
も
の
の
、
祈
祷
を
受
け
る
人
は
わ
ず
か
と
い
う
状
況
に
な
る
。

こ
こ
ま
で
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
当
初
は
、
講
全
体
の
参
加
者
は
、
到
着
後
長
瀞
で

分
散
し
て
食
事
を
と
っ
て
い
た
が
、
宝
登
山
神
社
へ
集
中
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
、
ま
た
、
徐
々
に
長
瀞
の
食
堂
で
食
事
を
取
る
ス
タ
イ
ル
へ
移
行
し
て

い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
昭
和
末
か
ら
平
成
初
期
の
頃
に
は
、
全
体
の
参
加

者
が
激
減
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

２
．
一
講
時
代

　

こ
こ
か
ら
は
、
資
料
を
も
と
に
東
京
本
田
講
の
登
拝
の
あ
ゆ
み
を
詳
細
に
み
て
い
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昭和48年 東部 785 785 バス 6月17日 バス15台。乗務員24人中食。大𣘺班の
み6月15日参拝（19名）

昭和49年 東部 602 602 バス 6月16日 バス12台
昭和50年 東部 695 695 バス 6月22日 バス14台。乗務員30人中食
昭和51年 東部 688 688 バス 6月20日 バス14台。乗務員29人中食
昭和52年 東部 681 681 バス 6月19日 バス15台。乗務員31人中食
昭和53年 東部 284 123 バス 6月18日 バス13台。乗務員12人中食
昭和54年 東部 683 301 99 バス 6月24日 バス13台。乗務員14人中食。本部5人
昭和55年 東部 773 340 89 バス 6月22日 バス16台
昭和56年 東部 714 298 77 バス 6月21日 バス16台
昭和57年 東部 406 164 48 バス 6月20日 バス13台
昭和58年 東部 229 55 バス 6月19日 バス10台
昭和59年 東部 520 262 50 バス 6月17日 バス11台
昭和60年 東部 352 151 40 バス 6月16日 バス9台
昭和61年 東部 385 182 101 バス 6月22日 バス9台
昭和62年 東部 360 178 50 バス 6月21日 バス11台
昭和63年 東部 当年記録無し
平成元年 東部 ー 141 30 バス 6月18日 バス9台
平成 2 年 東部 ー 157 25 バス 6月17日 バス5台
平成 3 年 東部 330 191 24 バス 6月16日 バス8台
平成 4 年 東部 291 156 16 バス 6月21日 バス7台。講元瀧澤一郎氏
平成 5 年 東部 288 152 20 バス 6月20日 バス7台
平成 6 年 東部 254 124 18 バス 6月19日 バス6台
平成 7 年 東部 243 132 14 バス 6月18日 バス6台
平成 8 年 東部 259 136 15 バス 6月16日 バス6台
平成 9 年 東部 250 124 11 バス 6月22日 バス6台
平成10年 東部 182 100 8 バス 6月31日 バス6台



き
た
い
。
ま
ず
は
、
二
つ
の
講
に
分
か
れ
る
以
前
の
、
一
講
時
代
に
関
し
て
で
あ
る
。

最
も
古
い
記
録
は
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
の
「
登
拝
記
録　

昭
和
３
年
」（
西

村
が
標
題
を
付
与
し
た
）
で
あ
る
。『
宝
登
山
』）
15
（

で
も
、
こ
の
年
よ
り
東
京
本
田
講

は
、
宝
登
山
神
社
へ
立
ち
寄
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
資
料
１
）

　
　

 

一　

南
葛
飾
郡
本
田
町
本
田
講
員
ノ
当
神
社
ニ
参
拝
セ
ラ
レ
タ
ル
ハ
従
来
多
数

ア
リ
タ
ル
ナ
ラ
ン
モ
其
本
田
講
ト
シ
テ
ト
シ
テ
三
峰
山
参
拝
ノ
帰
途
一
同
ニ
当

神
社
ヲ
参
拝
セ
ラ
レ
タ
ル
ハ
昭
和
三
年
六
月
二
十
日
ヲ
以
テ
最
初
ト
ス
（
爾
）

後
年
々
一
定
期
日
ニ
登
山
参
拝
セ
ラ
レ
中
食
賄
ヲ
（
致
）
シ
各
講
員
ニ
家
内
安

全
札
ヲ
授
与
シ
来
リ
タ
リ）
16
（

　

資
料
１
に
は
、
講
と
し
て
の
参
加
で
は
な
い
が
、
そ
れ
以
前
よ
り
講
員
が
参
拝
し

て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
昭
和
三
年
よ
り
、
三
峰
神
社
の
帰
途
に
宝
登
山
講
と
し
て
登

拝
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
三
年
六
月
二
〇
日
、
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
以
後
決
ま
っ
た
日
に
参
拝
し
て
直
会
を
と
り
、
家
内
安
全
札
が
授
与
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
最
初
の
登
拝
時
は
、「
人
数
７
０
人
、
祈
祷
料
１
０
０
０
円
、

坊
入
７
０
０
０
円
、（
茶
）
料
５
０
０
円
、
神
酒
料
は
な
し
」）
17
（

で
あ
っ
た
。
人
数
は
、

坊
入
り
（
直
会
・
中
食
を
神
酒
と
と
も
に
受
け
る
こ
と
）
の
人
数
で
あ
る
。
ち
な
み

に
、
祈
祷
を
受
け
る
人
と
同
数
と
み
ら
れ
る
。
金
額
は
、
総
額
で
あ
ろ
う
。
こ
の
記

録
は
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
の
部
分
に
、
昭
和
三
年
か
ら
昭
和
七
年
ま
で
七
年

間
分
が
一
緒
に
記
さ
れ
て
い
る
。
同
記
録
に
は
、
南
葛
飾
郡
本
田
講
の
昭
和
七
年
の

講
の
役
員
組
織
も
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
宝
登
山
講
の
草
創
期
の
役
員
組
織
を
、

紹
介
し
て
お
き
た
い
。
筆
頭
に
は
神
官
、
春
日
秀
郎
氏
（
在
地
の
先
達
と
思
わ
れ

る
）。
講
元
、
坂
田
眞
十
郎
氏
、
福
講
元
二
名
、
浅
岡
美
之
吉
氏
、
滝
沢
利
兵
衛
氏
、

会
計
、
鶴
岡
七
之
助
氏
、
世
話
人
が
立
石
・
梅
田
、
原
、
川
端
、
宝
木
塚
、
篠
原
、

若
宮
、
四
ツ
木
、
渋
江
に
各
地
区
数
名
ず
つ
記
さ
れ
て
い
る
。
都
合
三
一
名
の
役
員

が
い
る
。

　

さ
て
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
か
ら
は
、
そ
の
年
毎
に
登
拝
記
録
が
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
。
全
体
の
参
加
者
は
、
約
八
九
〇
名
で
、
そ
の
う
ち
八
九
人
が
宝
登
山
神

社
で
直
会
を
受
け
て
い
る
。
他
の
者
は
、
長
瀞
の
食
堂
な
ど
に
分
散
し
て
食
事
を

と
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
も
、
七
八
０
名
が
全
体

参
加
者
で
あ
り
、
う
ち
七
九
人
が
直
会
を
受
け
て
い
る
。
昭
和
三
年
か
ら
昭
和
七
年

ま
で
の
記
録
に
は
、
講
全
体
の
登
拝
者
数
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ほ
ぼ
こ
の
程
度

の
規
模
で
三
峰
神
社
へ
登
拝
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
の
記
録
に
は
、
一
月
一
三
日
に
、
宝
登
山
神
社
河
原
社

掌
が
年
賀
の
た
め
講
元
坂
田
眞
十
郎
氏
を
訪
問
し
て
い
る
。
宝
登
山
神
社
に
よ
る
、

東
京
本
田
講
に
対
す
る
講
社
巡
回
で
あ
る
。
こ
の
後
、
同
様
の
記
述
が
散
見
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
、
そ
の
習
慣
が
続
い
て
い
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
こ

の
年
の
記
録
に
は
、
講
員
へ
の
案
内
状
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。
や
は
り
、
そ
の
後
、

同
じ
形
式
の
案
内
が
、
引
き
続
き
毎
年
作
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
案
内
か

ら
、
世
話
人
が
、
毎
回
講
員
の
募
集
を
精
力
的
に
お
こ
な
っ
て
い
た
様
子
が
う
か
が

え
る）
18
（

。

　

さ
て
、
当
初
の
交
通
手
段
は
、
上
野
駅
か
ら
鉄
道
に
乗
車
し
て
登
拝
す
る
の
が
当

た
り
前
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
昭
和
一
〇
年
（
一
九
三
五
）
に
は
遊
覧
自
動
車
（
バ

ス
）
で
の
登
拝
の
試
み
が
な
さ
れ
る
。
六
月
一
四
日
付
け
で
、
バ
ス
で
訪
れ
る
こ
と

が
講
元
か
ら
宝
登
山
神
社
へ
伝
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
従
来
と
状
況
が
あ
ま

り
に
違
う
た
め
、
宝
登
山
神
社
の
江
原
社
掌
は
、
詳
細
を
聞
く
た
め
で
あ
ろ
う
か
、

―197（30）―



講
元
の
坂
田
氏
宅
を
訪
れ
る
も
の
の
不
在
で
、
坂
田
氏
の
出
先
へ
電
話
し
て
状
況
を

聞
き
出
し
て
い
る
。
例
年
は
、
一
日
目
に
三
峰
神
社
へ
向
か
う
東
京
本
田
講
員
が
乗

る
電
車
へ
、
長
瀞
か
ら
宝
登
山
神
社
の
祢
宜
が
乗
り
込
み
、
三
峰
口
駅
ま
で
打
ち
合

わ
せ
を
し
て
は
引
き
返
し
、
そ
れ
を
受
け
て
翌
日
の
た
め
の
準
備
を
す
る
の
が
習
慣

と
な
っ
て
い
た
。
も
し
く
は
熊
谷
駅
ま
で
出
向
き
、
相
談
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
（
昭

和
三
四
年
〈
一
九
五
九
〉）。
今
回
は
、
遊
覧
自
動
車
に
乗
り
込
み
、
打
ち
合
わ
せ
を

し
て
三
峰
口
駅
か
ら
鉄
道
で
帰
っ
て
来
た
よ
う
で
あ
る
。
初
め
て
の
バ
ス
に
よ
る
登

拝
は
四
台
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
日
一
一
時
三
〇
分
、
先
発
の
二
台
が
到
着
し
、
一
二

時
一
〇
分
頃
続
い
て
一
台
が
到
着
。
し
か
し
、
講
元
が
乗
車
し
た
バ
ス
は
あ
い
に
く

パ
ン
ク
し
て
し
ま
い
、
祭
事
に
間
に
合
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
、
副

講
元
立
会
で
一
二
時
三
〇
分
よ
り
祭
典
が
執
行
さ
れ
、
そ
の
後
直
会
を
受
け
る
こ
と

に
な
っ
た
。
い
つ
も
歓
迎
の
煙
火
を
打
ち
上
げ
て
い
る
が
、
一
台
バ
ス
が
遅
れ
た
た

め
、
そ
の
一
台
の
た
め
打
ち
上
げ
が
例
年
よ
り
数
が
増
え
た
と
い
う
こ
と
も
記
録
さ

れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
年
の
案
内
か
ら
、
バ
ス
に
な
っ
た
た
め
、
立
ち
寄
る

コ
ー
ス
が
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
資
料
２
）

　
　

 

一
、
当
ル
六
月
十
九
日
午
前
六
時
四
ツ
木
西
光
寺
前
集
合
六
時
三
十
分
出
発　

東
京
・
・
大
宮
氷
川
神
社
・
・
熊
谷
・
・
吉
見
百
穴
・
・
箭
弓
稲
荷
ヲ
見
物
馬

返
シ
ヨ
リ
徒
歩
約
二
時
間
三
峰
神
社
坊
一
泊
（
奥
ノ
院
参
拝
随
意
））
19
（

　

資
料
２
は
そ
の
案
内
の
一
部
で
あ
る
が
、
資
料
か
ら
鉄
道
の
場
合
、
上
野
駅
か
ら

乗
車
す
る
と
、
三
峰
口
駅
ま
で
ど
こ
に
も
寄
ら
ず
向
か
っ
た
も
の
だ
が
、
バ
ス
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
様
々
な
と
こ
ろ
へ
立
ち
寄
っ
た
様
子
が
分
か
る
。
大
宮
氷
川
神
社

（
現
さ
い
た
ま
市
）、
吉
見
百
穴
（
現
吉
見
町
）、
箭
弓
稲
荷
（
現
東
松
山
市
）
な
ど

で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
翌
日
、
三
峰
神
社
か
ら
宝
登
山
神
社
へ
の
移
動
中
、
秩
父
神

社
（
現
秩
父
市
）
へ
も
立
ち
寄
っ
て
い
る
。
登
拝
に
か
か
る
費
用
は
、
前
年
、
九
円

三
〇
銭
（
往
復
汽
車
賃
・
宿
泊
料
・
往
復
自
動
車
賃
・
中
食
・
茶
料
一
切
・
ゆ
か
た

〈
揃
〉・
手
拭
い
付
き
）
で
あ
っ
た
が
、
当
年
は
、
八
円
一
〇
銭
（
往
復
自
動
車
賃
、

宿
泊
料
・
中
食
・
茶
料
一
切
）、
揃
の
浴
衣
手
拭
い
付
き
が
な
い
人
は
別
途
一
円
四

〇
銭
が
か
か
る
と
あ
る
。
比
較
す
る
に
、
一
〇
銭
違
い
と
い
う
こ
と
で
ほ
ぼ
同
額
で

あ
る
。
同
料
金
で
、
様
々
な
観
光
地
へ
も
立
ち
寄
る
こ
と
が
で
き
、
東
京
で
一
旦
バ

ス
に
乗
っ
て
し
ま
え
ば
、
目
的
地
ま
で
運
ん
で
く
れ
、
大
変
便
利
に
な
っ
た
様
子
が

う
か
が
え
る
。
た
だ
、
山
頂
ま
で
運
ん
で
く
れ
る
三
峰
自
動
車
道
路
や
三
峰
山
ロ
ー

プ
ウ
エ
イ
が
な
い
時
代
の
た
め
、
鉄
道
利
用
の
時
と
同
様
、
麓
か
ら
長
時
間
登
山
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
現
在
と
は
違
い
大
変
だ
っ
た
様
子
も
想
像
で
き
る
。
後
に
、

バ
ス
登
拝
に
完
全
シ
フ
ト
す
る
が
、
そ
の
先
駆
け
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
た
だ
、

翌
年
は
ま
た
鉄
道
に
戻
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
記
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、

パ
ン
ク
の
こ
と
も
含
め
、
い
ろ
い
ろ
不
都
合
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

　

さ
て
、
昭
和
一
一
年
（
一
九
三
六
）
に
は
、
長
瀞
到
着
後
宝
登
山
神
社
で
ま
ず
入

浴
、
と
い
う
記
事
が
出
て
く
る
。
そ
れ
以
前
か
ら
続
い
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

が
、
長
瀞
で
疲
れ
を
癒
し
て
い
る
状
況
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
長
瀞
駅
近
く
の
食

堂
菊
屋
へ
荷
物
を
預
け
て
、
宝
登
山
神
社
へ
登
拝
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。
駅
か
ら
し
ば
ら
く
坂
道
を
歩
か
ね
ば
な
ら
な
い
宝
登
山
神
社
へ
の
登
拝
を
便
利

に
す
る
工
夫
と
言
え
よ
う
。
昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
に
は
、
直
会
を
受
け
る
人

数
が
一
一
二
名
と
い
う
多
数
に
な
り
、
宝
登
山
神
社
の
賄
い
方
が
人
手
不
足
で
、
不

行
届
け
が
起
き
て
い
る
。
こ
の
後
直
会
を
受
け
る
人
数
が
ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
の

で
、
そ
の
度
に
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。

―196（31）―



　

昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
の
登
拝
の
案
内
に
は
「
本
年
は
非
常
時
局
に
付
出
征

将
士
武
運
長
久
祈
願
の
為
左
記
期
日
を
以
て
参
拝
致
し
度
候
」）
20
（

と
の
記
述
が
見
ら
れ

る
が
、
戦
時
と
い
う
世
相
と
そ
の
中
を
登
拝
し
て
い
る
様
子
が
分
か
る
。
昭
和
一
四

年
（
一
九
三
九
）
に
は
、
三
峰
山
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
が
開
業
し
た
。
三
峰
神
社
の
旧
神

領
と
い
う
神
域
に
開
業
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
内
務
省
神
社
局
か
ら
な
か
な
か
許
可

が
下
り
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
計
画
か
ら
開
業
ま
で
長
い
年
月
が
か
か
っ
て
い
た
。

そ
れ
ま
で
の
登
拝
ル
ー
ト
は
、
三
峰
口
駅
で
降
車
す
る
と
、
路
線
バ
ス
に
乗
り
換
え

「
馬
返
し
」
と
い
う
場
所
、
す
な
わ
ち
馬
が
こ
れ
以
上
登
れ
な
い
と
い
う
麓
の
登
り

口
ま
で
移
動
し
、
そ
こ
か
ら
神
社
を
目
指
し
て
長
時
間
登
山
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
の
開
業
は
、
登
拝
者
に
と
っ
て
朗
報
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
、
ま
だ
小
型
（
二
一
人
乗
り
）
の
も
の
で
、
登
拝
者
は
麓
の
大
輪
駅
で
長
時

間
待
た
さ
れ
る
状
況
が
あ
っ
て
不
便
な
面
が
あ
っ
た
。
戦
後
の
昭
和
三
九
年
（
一
九

六
四
）
に
七
一
人
乗
り
に
な
り
、
問
題
点
が
だ
い
ぶ
ク
リ
ア
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た）
21
（

。

し
か
し
、
三
峰
山
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
の
開
業
は
、
登
拝
時
間
を
革
新
的
に
短
縮
さ
せ
た

た
め
、
従
来
三
峰
山
内
で
一
泊
お
籠
も
り
す
る
と
い
う
登
拝
パ
タ
ー
ン
に
変
化
を
も

た
ら
し
た
。
す
な
わ
ち
、
三
峰
神
社
の
収
入
に
変
化
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
の
乗
員
が
増
え
る
よ
う
に
し
た
昭
和
三
九
年
の
二
年
後
の
昭
和
四
二

年
（
一
九
六
七
）
の
こ
と
で
あ
る
が
、
山
頂
ま
で
三
峰
観
光
有
料
道
路
（
後
に
三
峰

観
光
道
路
）
が
開
通
し
、
自
動
車
、
バ
ス
で
山
頂
ま
で
登
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
三

峰
口
駅
で
下
車
し
て
乗
車
す
る
バ
ス
が
、
山
頂
ま
で
一
気
に
運
ん
で
く
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
近
世
よ
り
大
輪
駅
周
辺
が
、
登
山
拠
点
と
し
て
門
前
町
の

様
相
を
呈
し
て
い
た
も
の
を
、
圧
迫
し
、
な
お
か
つ
平
成
一
九
年
（
二
〇
〇
七
）
に

は
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
を
廃
止
へ
追
い
込
む
こ
と
に
も
な
っ
た
。

　

昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
）、
直
会
を
受
け
る
登
拝
者
が
二
六
〇
人
に
増
加
。
宝

登
山
神
社
で
は
大
い
に
困
り
、
二
回
に
別
け
て
接
待
し
て
い
る
。
昭
和
一
八
年
（
一

九
四
三
）
で
戦
前
の
登
拝
記
録
は
途
絶
え
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
戦
局
が
い
よ
い
よ

悪
化
で
中
止
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

昭
和
二
一
年
（
一
九
四
六
）、
戦
後
最
初
の
登
拝
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
意
外
に
早

い
、
再
開
の
印
象
で
あ
る
。
昭
和
一
六
年
か
ら
二
一
年
ま
で
の
記
録
は
、
反
故
紙
の

裏
側
に
や
や
乱
雑
に
書
か
れ
、
そ
れ
以
前
以
後
と
比
較
す
る
と
記
録
情
報
も
少
な
い

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
戦
時
中
と
戦
後
直
後
故
で
あ
ろ
う
か
。
昭
和
二
二
年
（
一

九
四
七
）、
二
三
年
（
一
九
四
八
）
の
記
録
は
な
く
、
そ
の
後
昭
和
二
四
年
（
一
九

四
九
）
に
な
る
と
、
以
前
の
よ
う
な
罫
紙
に
丁
寧
に
記
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
る）
22
（

。
ち

な
み
に
、
こ
の
年
は
バ
ス
、
鉄
道
な
ど
、
数
班
に
分
か
れ
て
登
拝
す
る
様
子
が
記
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
し
ば
ら
く
電
車
班
、
バ
ス
班
並
行
の
体
制
に
な
る
。
ま
た
、

昭
和
二
四
年
は
、
直
会
は
神
社
で
さ
れ
て
お
ら
ず
、
役
員
も
来
年
は
実
施
し
た
い
旨

が
記
さ
れ
て
い
る
。
翌
昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
）
に
は
、
神
社
で
直
会
が
復
活
し

て
い
る
。
ま
た
、
巨
大
な
講
の
た
め
書
類
も
多
い
か
ら
か
、
こ
の
年
神
社
で
東
京
本

田
講
の
印
を
作
っ
て
押
印
し
て
い
る
。
宝
登
山
神
社
で
は
、
こ
の
年
東
京
本
田
講
へ

奥
社
造
営
の
寄
附
を
集
め
て
い
る
が
、
二
〇
五
名
か
ら
一
七
八
九
五
円
と
い
う
多
額

な
寄
附
も
集
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
も
東
京
本
田
講
の
特
別
さ
を
垣
間
み
る

こ
と
が
で
き
る）
23
（

。
ま
た
、
講
で
鉄
道
の
団
体
割
引
が
き
く
と
い
う
話
を
聞
い
た
よ
う

で
、
登
拝
時
に
適
用
で
き
る
よ
う
宝
登
山
神
社
を
通
し
て
秩
父
鉄
道
へ
掛
け
合
っ
て

い
る
。
こ
の
年
は
、
人
数
を
宝
登
山
神
社
へ
知
ら
せ
る
連
絡
の
た
め
に
電
報
も
利
用

し
て
い
る
。
宝
登
山
神
社
で
も
神
札
記
念
品
授
与
所
を
神
前
に
設
営
し
て
、
多
く
訪

れ
る
授
与
者
対
策
を
施
し
て
い
る
の
が
分
か
る
。
初
め
て
、
食
事
な
ど
の
整
理
券
も

登
場
し
て
い
る
。
多
く
の
登
拝
者
を
取
り
さ
ば
く
、
手
段
が
い
ろ
い
ろ
講
じ
ら
れ
て

い
る
の
が
分
か
る
事
象
で
あ
る
。
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昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四
）
に
な
る
と
、
い
っ
そ
う
人
数
が
多
く
な
っ
た
た
め
、

鉄
道
組
は
一
九
日
・
二
〇
日
の
日
程
で
二
〇
日
に
宝
登
山
神
社
へ
。
バ
ス
組
は
二
〇

日
・
二
一
日
の
日
程
で
二
一
日
に
宝
登
山
神
社
へ
登
拝
し
て
い
る
。
昭
和
三
〇
年

（
一
九
五
五
）
も
一
九
日
が
バ
ス
組
、
二
〇
日
が
鉄
道
組
と
そ
れ
ぞ
れ
宝
登
山
神
社

へ
登
拝
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
日
を
別
け
登
拝
す
る
の
が
慣
例
化
さ
れ
た
よ
う
で
あ

る
。
昭
和
三
一
年
（
一
九
五
六
）、
バ
ス
組
は
、
バ
ス
九
台
で
、
バ
ス
会
社
も
二
社

利
用
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
当
年
は
、
正
丸
峠
の
コ
ー
ス
を
望
ん
だ
が
、
事
故
が

あ
っ
た
こ
と
を
耳
に
し
て
、
熊
谷
、
長
瀞
経
由
コ
ー
ス
へ
変
更
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
年
に
は
、
宝
登
山
神
社
で
専
用
の
記
録
用
紙
を

用
意
し
出
し
て
い
る
こ
と
も
付
記
し
て
お
く
。
さ
て
、
登
拝
者
の
増
加
は
、
様
々
な

面
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
一
日
目
、
バ
ス
が
一
度
に
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
大
輪
駅
に
到
着

し
て
し
ま
う
と
、
全
員
が
乗
車
終
わ
る
ま
で
三
時
間
か
か
っ
て
し
ま
う
の
で
、
途
中

で
中
食
を
と
る
な
ど
し
て
時
間
差
で
到
着
す
る
工
夫
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
二
日
目
、

三
峰
神
社
か
ら
講
員
を
下
山
さ
せ
、
バ
ス
一
台
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
度
に
出
発
さ
せ

る
と
い
う
工
夫
を
し
た
。
こ
の
よ
う
に
三
峰
神
社
を
時
間
差
で
出
発
し
て
、
同
時
に

宝
登
山
神
社
へ
到
着
し
な
い
よ
う
対
処
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
昭
和
三
三
年
（
一

九
五
五
）
に
記
録
さ
れ
て
い
る
よ
う
、
バ
ス
が
宝
登
山
神
社
に
到
着
す
る
度
に
、
随

時
神
前
で
参
拝
を
済
ま
せ
て
直
会
に
移
る
と
い
う
工
夫
も
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
当

年
、
講
で
講
旗
で
あ
る
マ
ネ
キ
を
作
り
、
六
月
五
日
に
は
世
話
人
瀧
澤
一
郎
兵
衛
氏

が
宝
登
山
神
社
横
田
宮
司
へ
手
紙
で
、
事
前
に
神
社
へ
マ
ネ
キ
を
送
る
の
で
登
拝
当

日
掲
げ
て
欲
し
い
と
希
望
を
伝
え
て
い
る
。
大
勢
の
講
員
の
交
通
整
理
を
す
る
、
目

印
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
選
挙
活
動
の
如
く
講
員
確
（
マ
マ
）
得
に
皆

努
力
願
っ
て
お
り
」）
24
（

と
い
う
文
言
が
記
さ
れ
て
お
り
、
世
話
人
が
講
員
を
必
死
に
集

め
て
い
る
様
子
も
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
。
こ
の
努
力
の
お
陰
で
あ
ろ
う
か
、

結
局
、
鉄
道
組
二
三
〇
名
、
バ
ス
組
は
一
〇
台
分
、
五
四
〇
名
も
の
講
員
を
集
め
る

こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
講
員
が
多
く
な
っ
た
の
は
、
世
話
人
の
努
力
の
賜
で
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
ろ
う
。

３
．
本
部

　

昭
和
三
五
年
（
一
九
六
〇
）
に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
鉄
道
組
は
本
部
、
バ
ス
組

は
東
部
に
組
織
が
分
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
本
部
は
一
講
時
代
の
講
元
が
引
き
継
ぎ
、

東
部
は
新
た
に
講
元
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
昭
和
三
八
年
（
一
九
六
三
）、

本
部
は
、
甲
組
、
乙
組
二
手
に
分
か
れ
て
登
拝
し
て
い
る
が
、
甲
組
は
、
バ
ス
で
熊

谷
を
経
由
し
て
出
向
き
、
乙
組
は
正
丸
を
経
由
す
る
（
西
武
秩
父
線
利
用
）
鉄
道
組

で
あ
っ
た
。
以
前
は
、
講
員
募
集
の
段
階
で
は
東
部
と
同
じ
案
内
書
を
利
用
し
て
い

た
よ
う
だ
が
、
昭
和
四
０
年
（
一
九
六
五
）
に
な
る
と
、
本
部
の
案
内
書
を
作
成
し

て
い
る
。
ま
っ
た
く
の
別
組
織
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
昭
和
四
三
年
（
一

九
六
八
）
に
は
、
バ
ス
八
台
で
山
上
ま
で
有
料
バ
イ
パ
ス
を
利
用
し
て
登
拝
し
て
い

る
。
昭
和
四
四
年
（
一
九
六
九
）
は
、
人
数
が
多
い
た
め
、
バ
ス
毎
に
ま
と
ま
っ
て

登
拝
す
る
の
が
難
し
く
、
め
い
め
い
が
自
由
登
拝
に
な
っ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い

る
。
昭
和
四
七
年
（
一
九
七
二
）
の
記
録
に
、
本
部
の
字
が
登
場
し
て
く
る
。
昭
和

四
八
年
（
一
九
七
三
）
の
段
階
で
は
、
本
部
と
い
う
呼
称
と
坂
田
講
元
班
と
い
う
呼

称
が
併
用
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
四
九
年
（
一
九
七
四
）、「
最
大
の
講
社
参
拝
も
終
了

出
来
、
社
内
一
同
一
致
協
力
せ
し
事
に
感
謝
し
た
い
」）
25
（

と
記
録
さ
れ
、
登
拝
者
を
取

り
仕
切
る
の
が
大
変
で
、
そ
れ
が
終
了
し
て
、
ほ
っ
と
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え

よ
う
。
昭
和
五
一
年
（
一
九
七
六
）
に
は
、
本
部
を
吉
野
組
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
が

記
録
さ
れ
て
い
る
。
講
元
が
吉
野
博
之
氏
へ
交
代
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
昭
和
五
五
年
（
一
九
八
〇
）
よ
り
本
部
は
、
半
分
ほ
ど
の
講
員
が
長
瀞
の
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食
堂
で
食
事
を
取
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
講
元

は
参
加
せ
ず
、
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
に
は
、
吉
野
氏
か
ら
坂
田
登
喜
子
氏
へ
講

元
の
交
代
が
あ
り
、
坂
田
氏
へ
委
嘱
状
が
宝
登
山
よ
り
出
さ
れ
る
と
同
時
に
前
講
元

吉
野
博
之
氏
へ
感
謝
状
が
出
さ
れ
て
い
る
。
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
に
な
る
と
、

登
拝
者
が
二
桁
台
ま
で
減
少
す
る
こ
と
に
な
り
、
バ
ス
は
四
台
に
な
っ
た
。
平
成
九

年
（
一
九
九
七
）
に
は
、
バ
ス
三
台
へ
減
少
し
て
い
る
。
宝
登
山
神
社
の
記
事
「
以

前
の
よ
う
な
多
数
の
登
拝
者
な
く
一
抹
の
淋
し
さ
を
感
じ
る
が
伝
統
を
受
継
い
で
少

人
数
な
が
ら
の
登
拝
に
は
感
謝
し
た
い
」
が
そ
の
減
少
の
様
子
を
よ
く
伝
え
て
い
る）
26
（

。

４
．
東
部

　

昭
和
三
五
年
（
一
九
六
〇
）
の
記
録
に
は
、
バ
ス
組
本
田
講
と
記
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
三
九
年
（
一
九
六
四
）
に
は
、
講
で
は
登
拝
に
関
す
る
券
（
バ
ス
乗
車
券
、

ケ
ー
ブ
ル
乗
車
券
、
三
峰
山
食
券
、
宝
登
山
食
券
引
替
券
〈
御
直
会
引
替
券
と
交

換
〉）
を
作
成
し
て
、
大
勢
の
講
員
の
取
り
扱
い
に
利
用
し
て
い
る
（
写
真
４
）。
昭

和
四
二
年
（
一
九
六
七
）
に
な
っ
て
、
初
め
て
東
部
の
名
称
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
四
三
年
（
一
九
六
八
）
に
は
、
綿
密
な
登
拝
要
項
が
宝
登
山
神
社
で
作
成
さ

れ
、
登
拝
の
取
り
仕
切
り
に
利
用
さ
れ
た
。
こ
の
年
の
記
録
に
は
、
登
拝
に
医
師
が

同
行
し
て
い
る
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
全
員
が
御
祈
祷
を
受
け
た
証
と

し
て
の
札
は
も
ら
う
が
、
登
拝
形
式
は
自
由
に
な
っ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
四
七
年
（
一
九
七
二
）
に
は
、
宝
登
山
神
社
の
記
念
館
が
改
造
さ
れ
、
多
人
数

の
直
会
も
楽
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
五
二
年
（
一
九
七
七
）
の
記
事

に
は
、「
多
数
の
講
員
と
配
車
で
幹
部
の
心
労
は
た
い
へ
ん
な
事
と
思
う
」）
27
（

と
出
て

き
て
お
り
、
宝
登
山
神
社
か
ら
見
て
も
、
世
話
人
が
大
変
だ
っ
た
様
子
が
分
か
る
。

当
年
、
瀧
澤
一
郎
兵
衛
氏
を
講
元
と
し
て
、
六
八
一
名
の
参
加
が
認
め
ら
れ
た
。
し

か
し
、
翌
昭
和
五
三
年
（
一
九
七
八
）
に
は
、
二
九
三
名
へ
と
激
減
す
る
。
そ
の

後
、
三
〇
〇
人
程
度
で
推
移
し
て
い
く
。
ち
な
み
に
、
こ
の
年
に
は
、
バ
ス
会
社
へ

宝
登
山
神
社
か
ら
感
謝
状
も
送
ら
れ
て
い
る）
28
（

。
昭
和
五
七
年
（
一
九
八
二
）、
参
加

者
四
〇
〇
名
、
登
拝
者
一
六
四
名
と
な
り
昨
年
よ
り
登
拝
者
は
少
な
く
な
っ
た
と
い

う
記
述
が
見
ら
れ
、
講
の
中
で
も
講
員
の
減
少
は
、
問
題
視
さ
れ
て
い
た
の
が
わ
か

る
。
昭
和
五
八
年
（
一
九
八
三
）、
宝
登
山
神
社
へ
着
い
た
メ
ン
バ
ー
は
、
長
瀞
組

と
本
社
に
分
か
れ
、
直
会
を
受
け
た
よ
う
で
あ
る
。
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
に

は
、
瀧
澤
一
郎
兵
衛
氏
が
死
去
し
、
瀧
澤
一
郎
氏
が
講
元
を
引
き
継
い
で
い
る
。

５
．
瀧
澤
一
郎
氏
の
記
憶

　

次
に
、
こ
こ
で
、
資
料
か
ら
離
れ
、
現
講
元
瀧
澤
一
郎
氏
の
記
憶
、
そ
し
て
講
の

―193（34）―

（写真４）三峰神社・宝登山神社の券



中
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
話
か
ら
、
昔
の
登
拝
の
様
子
を
う
か
が
い
た
い）
29
（

。
資
料
か
ら

読
み
取
っ
た
こ
と
と
重
な
る
部
分
も
あ
る
が
、
記
述
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

昔
は
、
最
盛
期
バ
ス
一
〇
台
ほ
ど
で
登
拝
し
て
い
た
と
い
う
が
、
二
代
目
講
元
時

代
か
ら
、
旅
行
の
プ
ロ
で
あ
る
旅
行
代
理
店
へ
添
乗
員
を
お
願
い
し
て
対
処
し
た
と

い
う
。
当
時
は
現
在
の
よ
う
に
携
帯
電
話
も
な
か
っ
た
の
で
、
バ
ス
間
の
連
絡
も
大

変
で
、
添
乗
員
の
人
に
取
り
仕
切
っ
て
も
ら
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
最
大
時
、
東

部
は
七
〇
〇
人
の
講
員
が
登
拝
し
て
い
た
が
、
長
瀞
で
こ
れ
だ
け
の
人
数
を
一
度
に

受
け
入
れ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
っ
た
た
め
、
バ
ス
は
時
間
差
で
三
峰
神
社
を

出
発
す
る
な
ど
し
て
対
応
し
た
。
ま
た
、
あ
ま
り
の
人
数
の
多
さ
か
ら
、
宝
登
山
神

社
で
の
祈
祷
札
に
全
て
の
人
の
名
前
を
記
入
で
き
ず
、
全
員
無
記
名
で
祈
祷
札
を
受

け
て
い
た
と
い
う
。
当
初
は
、
登
拝
者
全
員
で
宝
登
山
神
社
客
殿
（
玉
泉
寺
本
堂
）

で
食
事
を
取
っ
て
い
た
が
、
対
応
が
大
変
に
な
り
、
そ
の
後
長
瀞
の
食
堂
に
分
散
し

て
、
食
事
を
取
る
よ
う
に
な
っ
た
。
以
後
、
大
勢
の
人
が
長
瀞
に
分
散
し
て
訪
れ
た

の
で
、
講
が
登
拝
す
る
そ
の
日
は
長
瀞
の
町
は
大
い
に
賑
わ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、

あ
ま
り
に
人
数
が
多
い
た
め
、
興
雲
閣
の
出
来
る
前
の
古
い
三
峰
神
社
の
宿
坊
で

は
、
一
つ
の
布
団
に
二
人
で
寝
た
り
、
観
音
院
の
旧
本
堂
で
あ
る
小
教
院
に
泊
ま
っ

た
と
い
う
。
大
変
で
あ
っ
た
が
、
今
で
は
楽
し
い
思
い
出
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

バ
ス
以
前
の
交
通
手
段
は
、
鉄
道
で
あ
っ
た
が
、
池
袋
か
ら
東
武
東
上
線
、
上
野

か
ら
高
崎
線
で
向
か
う
人
な
ど
が
い
た
。
昼
か
ら
坊
に
入
る
人
、
夜
入
る
人
な
ど

様
々
な
人
が
い
た
。
グ
ル
ー
プ
を
組
ん
で
出
か
け
る
人
も
い
た
。
個
人
、
グ
ル
ー
プ

毎
に
め
い
め
い
三
峰
神
社
へ
入
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
昭
和
三
五
年
（
一
九
六

〇
）
頃
、
鉄
道
の
他
、
自
家
用
車
で
行
く
人
も
出
て
来
た
。

三
　
現
在
の
登
拝
と
講
元
の
活
動

１
．
講
の
性
格

　

本
章
で
は
、
現
在
の
登
拝
の
様
子
を
記
し
て
み
た
い
。
講
創
業
時
は
、
例
外
は

あ
っ
た
も
の
の
原
則
毎
年
六
月
一
九
日
、
二
〇
日
に
登
拝
す
る
の
が
慣
例
と
な
っ
て

い
た
。
現
在
は
、
社
会
状
況
に
合
わ
せ
、
本
部
は
毎
年
六
月
の
第
三
日
曜
日
、
東
部

は
第
三
土
曜
日
に
登
拝
を
続
け
て
い
る）
30
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。

　

現
在
、
講
の
登
拝
は
、
観
光
、
レ
ジ
ャ
ー
旅
行
の
意
味
合
い
が
か
な
り
強
く
な
っ

て
い
る
。
講
で
は
、
毎
年
世
話
人
が
、
つ
て
を
頼
っ
て
講
員
を
募
集
し
て
い
る
。
葛

飾
周
辺
の
会
社
や
店
な
ど
で
は
、
社
員
旅
行
を
東
京
本
田
講
の
登
拝
で
充
て
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
講
の
登
拝
旅
行
の
中
に
は
、
様
々
な
意
味
合
い
の

参
加
者
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
昔
は
、
個
人
旅
行
は
少
な
く
、
旅
行
と
言
え

ば
、
子
供
達
の
修
学
旅
行
や
大
人
の
社
員
旅
行
が
定
番
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
現
在

は
、
個
人
旅
行
が
増
加
傾
向
に
あ
り
団
体
旅
行
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
だ
が
、
講
の

登
拝
旅
行
は
、
旅
行
代
理
店
の
商
品
同
様
申
し
込
め
ば
後
は
つ
い
て
行
く
だ
け
と
い

う
、
任
せ
て
し
ま
え
ば
楽
で
安
全
な
団
体
旅
行
で
あ
る
。
個
人
旅
行
者
で
あ
り
な
が

ら
、
団
体
旅
行
へ
委
ね
る
と
い
う
状
況
が
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る）
31
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。
こ
の
よ
う

に
、
講
は
団
体
旅
行
の
か
た
ち
を
と
っ
て
い
る
が
、
様
々
な
個
人
旅
行
者
を
含
む
個

の
集
合
体
の
よ
う
な
性
格
の
集
団
と
も
な
っ
て
い
る
。

　

登
拝
は
、
総
参
り
の
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て
お
り
、
毎
年
参
加
し
て
い
る
人
は
三
〜

四
割
。
残
り
七
〜
六
割
は
、
一
度
は
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
リ
ピ
ー
タ
ー
で
あ
る
。

昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
頃
に
は
、
七
〇
〇
人
ほ
ど
、
現
在
は
一
〇
〇
人
程
度
が

参
加
し
て
い
る
。
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
毎
年
同
じ
場
所
へ
出

か
け
て
い
く
訳
で
あ
り
、
そ
の
中
で
い
か
に
参
加
者
に
喜
ん
で
も
ら
い
、
な
お
か
つ
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翌
年
も
参
加
し
て
も
ら
え
る
か
、
努
力
を
続
け
て
い
る
。
例
え
ば
、
毎
年
変
わ
っ
た

場
所
へ
寄
り
道
を
す
る
な
ど
の
工
夫
で
あ
る
。
長
瀞
な
ら
ば
、
長
瀞
町
郷
土
資
料
館

脇
の
お
花
畑
見
学
、
長
瀞
ラ
イ
ン
下
り
な
ど
も
お
こ
な
っ
た
。
一
日
目
は
時
間
に
余

裕
が
な
く
、
長
く
立
ち
寄
る
こ
と
は
厳
し
い
が
、
二
日
目
、
三
峰
神
社
か
ら
宝
登
山

神
社
ま
で
の
道
中
は
、
時
間
が
取
り
や
す
い
。
そ
の
た
め
、
秩
父
札
所
に
寄
っ
た

り
、
荒
川
町
歴
史
民
俗
資
料
館
（
現
秩
父
市
立
荒
川
歴
史
民
俗
資
料
館
）
に
寄
っ
た

り
し
て
き
た
。
し
か
し
、
あ
ま
り
大
き
く
ル
ー
ト
か
ら
は
ず
れ
る
こ
と
も
で
き
な
い

の
で
、
だ
ん
だ
ん
選
択
肢
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
も
確
か
で
あ
る
。
良
い
場

所
が
な
い
か
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
相
談
し
て
い
る
。
今
後
も
、
工
夫
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

さ
て
、
一
方
、
本
部
の
状
況
で
あ
る
が
、
総
参
り
は
五
年
く
ら
い
前
に
終
わ
っ
た

と
い
う
。
現
在
は
数
名
で
代
参
を
続
け
て
い
る
。
札
の
交
換
が
目
的
な
の
だ
か
ら
、

時
間
・
費
用
の
節
約
に
な
る
た
め
日
帰
り
の
ほ
う
が
良
い
と
考
え
て
い
る
と
い
う
。

そ
れ
に
比
べ
、
東
部
は
、
登
拝
を
旅
行
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。
毎
年
同
じ
場
所

へ
行
く
が
、
参
加
者
か
ら
は
ゆ
っ
く
り
過
ご
せ
る
た
め
気
分
転
換
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
意
見
も
あ
る
と
い
う
。
メ
ン
バ
ー
も
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、
毎
年
変
わ
る
の

で
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
出
会
え
る
チ
ャ
ン
ス
に
も
な
っ
て
い
る
。
東
部
で
は
、
講
元

は
訪
れ
る
場
所
だ
け
で
な
く
、
神
社
内
で
も
毎
年
違
う
試
み
を
お
こ
な
う
よ
う
に
し

て
い
る
と
い
う
。
例
え
ば
、
三
峰
神
社
で
、
宴
会
会
場
の
座
敷
に
テ
ー
ブ
ル
、
イ
ス

を
入
れ
て
も
ら
っ
た
。
年
配
者
に
は
楽
だ
っ
た
と
、
好
評
で
あ
っ
た
。
早
朝
七
時
か

ら
の
参
拝
に
も
、
三
〇
脚
ぐ
ら
い
イ
ス
を
入
れ
て
も
ら
っ
た
が
、
そ
こ
か
ら
順
に
埋

ま
っ
て
い
く
状
況
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
寄
り
道
の
観
光
地
選
定
も
含
め
、
毎
年
趣
向
を
変
え
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、

講
元
の
滝
澤
一
郎
氏
が
進
め
て
い
る
。
滝
澤
氏
は
、
手
ぬ
ぐ
い
や
半
纏
、
ゆ
か
た
な

ど
の
日
本
の
伝
統
的
繊
維
精
製
品
を
製
造
す
る
「
東
京
和
晒
」
の
経
営
者
で
あ
る
。

父
親
の
会
社
を
引
き
継
い
だ
と
い
う
が
、
滝
澤
氏
の
新
種
気
鋭
の
ス
タ
イ
ル
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
展
開
か
ら
消
費
者
と
ダ
イ
レ
ク
ト
に
つ
な
ぐ
販
路
の
開
拓）
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な
ど
に

あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
手
腕
は
、
東
京
本
田
講
の
講
元
の
立
場
に
お
い
て
も
遺
憾

な
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
講
の
発
展
維
持
が
、
こ
の
よ
う
な
個
人
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
も
事
実
な
の
で
あ
る
。

２
．
登
拝
の
流
れ

　

そ
れ
で
は
、
次
に
登
拝
の
流
れ
を
記
し
た
い
。
平
成
二
五
年
（
二
〇
一
三
）
の
登

拝
を
事
例
と
し
て
紹
介
し
た
い
。
ま
ず
、
二
月
第
一
週
初
午
の
日
に
三
峰
神
社
祢
宜

を
招
待
し
、
講
元
、
世
話
人
十
数
名
が
集
ま
り
「
新
年
役
員
会
」
を
開
催
す
る
。
平

成
二
五
年
は
二
月
八
日
で
あ
っ
た
。「
新
年
役
員
会
」
の
通
知
は
、
前
年
の
暮
れ
に

往
復
ハ
ガ
キ
を
出
し
て
知
ら
せ
る
。
講
元
が
自
宅
で
作
成
し
て
投
函
し
、
出
席
確
認

を
と
る
。
そ
の
際
、
三
峰
神
社
祢
宜
の
逸
見
氏
に
も
投
函
し
て
い
る
。
逸
見
氏
は
東

京
本
田
講
の
担
当
者
で
あ
り
、
暮
れ
に
は
講
元
の
と
こ
ろ
へ
講
社
訪
問
に
来
て
い

る
。
し
か
し
、
登
拝
の
際
に
必
ず
三
峰
神
社
に
い
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
、
講
元
以

外
の
役
員
達
と
ゆ
っ
く
り
話
が
で
き
る
機
会
が
な
い
。
そ
の
た
め
、
新
年
会
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
世
話
人
と
交
流
を
は
か
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
逸
見
氏
は
、
毎
年
三

峰
神
社
で
作
成
す
る
記
念
品
を
、
役
員
の
人
数
分
、
持
参
し
て
く
れ
て
い
る
。
大
き

な
も
の
で
、
当
日
持
参
す
る
の
が
大
変
な
場
合
は
、
予
め
宅
配
で
講
元
宅
へ
送
っ
て

く
る
。「
新
年
役
員
会
」
で
は
、
講
元
、
逸
見
氏
の
挨
拶
、
副
講
元
に
よ
る
乾
杯
後
、

講
元
進
行
の
も
と
、
登
拝
の
打
ち
合
わ
せ
、
講
の
予
算
組
み
、
世
話
人
へ
講
員
募
集

を
促
す
こ
と
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
る）
33
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。

　

そ
の
後
、
し
ば
ら
く
す
る
と
講
元
は
登
拝
の
た
め
の
案
内
（
切
り
取
り
線
以
下
申
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込
書
）
を
三
〇
〇
枚
ほ
ど
印
刷
店
へ
注
文
す
る
（
写
真
５
）。
出
来
上
が
る
と
世
話

人
の
と
こ
ろ
へ
手
土
産
と
も
ど
も
届
け
る
。
世
話
人
は
、
案
内
を
以
て
登
拝
募
集
を

始
め
る）
34
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。
か
つ
て
は
、
こ
の
よ
う
に
町
会
の
つ
な
が
り
を
手
が
か
り
に
講
員
を
募
集

し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
現
在
は
、
世
話
人
の
友
人
、
職
場
へ
声
掛
け
す
る
。
そ
の

た
め
、
地
域
を
越
え
た
遠
隔
地
か
ら
の
参
加
者
も
あ
る
。
例
え
ば
、
埼
玉
県
川
口
市
、

千
葉
県
松
戸
市
な
ど
で
あ
る
。

　

六
月
の
第
一
週
に
、「
世
話
人
会
」
を
開
催
す
る
。
六
月
の
世
話
人
会
の
通
知
は
、

講
元
が
約
一
ヶ
月
前
の
五
月
中
に
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
役
員
に
送
る
。
フ
ァ
ッ
ク
ス
が
な

い
人
に
は
、
往
復
ハ
ガ
キ
で
送
り
、
出
席
確
認
を
と
る
。「
世
話
人
会
」
で
は
、
世

話
人
が
募
集
し
て
集
め
た
申
込
書
・
費
用
を
持
ち
寄
り
、
登
拝
の
最
終
確
認
を
お
こ

な
う
。
登
拝
の
三
日
前
に
な
る
と
、
講
元
は
参
加
者
名
簿
、
興
雲
閣
の
宿
泊
の
部
屋

割
り
表
を
三
峰
神
社
へ
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
る
。

　

次
に
、
登
拝
当
日
に
関
し
て
で
あ
る
。
東
部
は
六
月
第
三
土
日
に
参
拝
す
る
（
本

部
は
六
月
第
三
日
月
に
登
拝
す
る
の
が
慣
例
）。
ち
な
み
に
平
成
二
五
年
は
、
六
月

一
五
・
一
六
日
で
あ
っ

た
。
バ
ス
三
台
ほ
ど
で
出

か
け
る
。
午
前
七
時
、

三
ヶ
所
（
葛
飾
区
役
所
噴

水
前
・
本
田
公
園
・
中
川

土
手
下
雪
風
ガ
レ
ー
ジ

前
）
か
ら
出
発
し
て
、
午

後
一
時
頃
の
到
着
を
目
指

す
）
35
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。

　

バ
ス
へ
の
乗
車
方
法
で

あ
る
。
バ
ス
に
は
、
世
話
人
と
そ
の
世
話
人
が
募
集
し
て
き
た
講
員
が
乗
車
す
る）
36
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。

世
話
人
が
募
集
し
て
成
立
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
原
則
、
講
員
の
世
話

は
、
か
な
り
の
部
分
を
世
話
人
に
任
せ
る
。
飲
み
物
等
を
積
み
込
み
、
バ
ス
乗
員
へ

チ
ッ
プ
、
ト
イ
レ
確
認
後
、
参
加
人
数
の
最
終
報
告
（
名
簿
提
出
）
を
お
こ
な
い
、

済
ん
だ
車
か
ら
順
次
出
発
す
る
。
講
元
は
、
取
り
ま
と
め
て
三
峰
神
社
へ
電
話
連
絡

す
る
。
バ
ス
内
で
、
神
社
か
ら
送
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
貼
札
注
文
袋
を
配
り
、
札
代

の
お
金
を
入
れ
て
も
ら
い
世
話
人
は
集
計
す
る
。
ま
た
、
奉
納
袋
を
配
り
、
最
低
三

〇
〇
〇
円
を
入
れ
て
も
ら
う
（
写
真
６
）。
バ
ス
内
で
は
飲
食
し
て
過
ご
す
講
員
、

ま
た
家
か
ら
お
に
ぎ
り
、
弁
当
、
お
菓
子
な
ど
を
持
参
し
て
楽
し
む
講
員
も
い
る
。

　

順
路
は
、
首
都
高
速
道
路
四
つ
木
入
口
、
外
環
自
動
車
道
路
、
関
越
自
動
車
道
、

花
園
Ｉ
Ｃ
、
秩
父
道
の
駅
、
三
峰
神
社
と
い
う
コ
ー
ス
で
あ
る
。
三
峰
神
社
の
駐
車

場
に
到
着
す
る
と
、
山
内

の
土
産
物
店
で
あ
る
大
島

屋
、
山
麓
亭
の
バ
ス
で
神

社
ま
で
向
か
い
、
宿
坊
の

興
雲
閣
に
入
る
。
途
中
、

大
島
屋
、
山
麓
亭
、
吉
田

屋
で
昼
食
を
と
る
が
、
予

め
バ
ス
ご
と
に
よ
っ
て
立

寄
る
店
が
決
ま
っ
て
い

る
。
持
ち
込
み
が
で
き
る

の
で
、
持
っ
て
き
た
弁
当

で
食
事
を
取
る
人
も
多

い
。
し
か
し
、
そ
れ
で
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は
、
店
に
申
し
訳
な
い
の
で
、
講
の
中
で
申
し
合
わ
せ
て
、
ビ
ー
ル
な
ど
の
飲
み
物

を
注
文
し
た
り
、
土
産
を
買
う
よ
う
、
講
員
に
促
し
て
い
る
。

　

興
雲
閣
に
到
着
す
る
と
、
ま
ず
役
員
は
フ
ロ
ン
ト
前
へ
集
ま
り
「
到
着
後
世
話
人

会
」
を
お
こ
な
う
。
そ
こ
に
三
峰
神
社
職
員
も
合
流
す
る
。
会
計
の
精
算
、
社
務
所

へ
お
札
依
頼
、
伴
天
渡
し
、
宴
会
の
商
品
や
カ
ラ
オ
ケ
出
演
者
と
役
割
分
担
の
確
認
、

帰
り
の
観
光
、
感
謝
状
の
確
認
、
宮
司
へ
の
挨
拶
と
記
念
撮
影
な
ど
の
件
に
関
し
て

打
ち
合
わ
せ
す
る
。
ま
た
、
世
話
人
ご
と
に
、
古
い
御
眷
属
を
持
参
し
て
い
る
の
で
、

三
峰
神
社
へ
そ
れ
を
渡
す）
37
（

。
午
後
五
時
四
〇
分
、
世
話
人
は
一
足
早
く
集
合
し
て
準

備
を
す
る
。
午
後
六
時
よ
り
講
員
全
体
で
食
事
を
と
り
、
お
楽
し
み
会
を
お
こ
な
う
。

平
成
二
五
年
は
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
を
お
こ
な
っ
た
。

　

そ
の
日
は
興
雲
閣
に
宿
泊
す
る
。
翌
日
早
朝
午
前
七
時
、「
早
朝
祈
願
祭
」
に
参

加
し
て
ご
祈
祷
を
受
け
る
。
そ
の
後
、
朝
食
を
取
る
が
、
中
に
は
早
朝
、
奥
社
参
拝

を
す
る
人
も
い
る
と
い
う
。
そ
の
後
、
午
前
九
時
頃
、
三
峰
神
社
を
出
発
す
る）
38
（

。
平

成
二
五
年
は
、
小
鹿
野
観
光
交
流
館
、
酒
づ
く
り
の
森
に
立
ち
寄
り
、
そ
の
後
長
瀞

へ
向
か
っ
た
。

　

午
前
一
一
時
頃
長
瀞
に
到
着
し
、
宝
登
山
神
社
へ
登
拝
す
る
。
そ
の
後
、
到
着
す

る
と
バ
ス
ご
と
に
決
ま
っ
て
い
る
場
所
、
宝
登
山
神
社
、
長
瀞
の
食
堂
で
昼
食
を
と

る
。
平
成
二
五
年
の
場
合
は
、
一
、
三
号
車
が
宝
登
山
神
社
で
、
二
号
車
が
、
長
瀞

屋
、
若
松
で
あ
っ
た
。
ご
祈
祷
に
関
し
て
は
、
受
け
る
人
も
受
け
な
い
人
も
い
る
。

ち
な
み
に
、
宝
登
山
神
社
で
は
、
御
眷
属
は
請
け
な
い
。
そ
の
後
、
自
由
に
散
策
す

る
が
、
長
瀞
は
一
時
間
ぐ
ら
い
の
時
間
を
と
っ
て
い
る
。
宝
登
山
神
社
で
食
事
を

と
っ
た
人
も
、
長
瀞
渓
谷
へ
行
き
長
瀞
散
策
を
楽
し
ん
だ
り
、
お
土
産
を
買
っ
た
り

し
て
過
ご
す
。
午
後
二
時
か
ら
三
時
に
は
長
瀞
を
出
発
し
、
往
き
と
同
じ
順
路
で
葛

飾
へ
帰
る
。

　

さ
て
、
話
を
も
と
に
戻
す
と
、
二
日
目
、
長
瀞
へ
向
か
う
前
に
、
世
話
人
は
、
宝

登
山
神
社
、
長
瀞
の
食
堂
に
人
数
の
連
絡
を
入
れ
る）
39
（

。
長
瀞
に
到
着
す
る
と
、
講
元

は
宝
登
山
神
社
で
、
ま
ず
支
払
い
を
済
ま
せ
て
、
長
瀞
駅
方
面
へ
向
か
う
バ
ス
（
二

号
車
）
へ
乗
車
し
て
、
二
軒
の
食
堂
に
料
金
を
支
払
う
。
講
元
は
宝
登
山
神
社
を
含

め
た
す
べ
て
の
食
堂
に
、
料
金
を
自
ら
が
支
払
う
の
で
あ
る
。
た
だ
、
長
瀞
の
各
地

に
分
散
し
て
い
る
世
話
人
に
、
引
き
揚
げ
時
間
な
ど
の
設
定
を
任
せ
て
い
る
。
ち
な

み
に
宝
登
山
神
社
や
長
瀞
の
食
堂
と
も
に
、
世
話
人
が
直
接
、
契
約
し
て
い
る
。
帰

り
の
渋
滞
を
考
え
る
と
、
最
低
で
も
午
後
二
時
過
ぎ
に
は
出
発
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ

り
、
店
で
あ
ま
り
ば
ら
つ
き
が
出
な
い
よ
う
六
月
の
世
話
人
会
で
事
前
に
調
整
す
る

よ
う
心
が
け
て
い
る
。
現
在
、
一
〇
〇
人
ほ
ど
の
参
加
者
に
な
っ
た
の
で
、
宝
登
山

神
社
だ
け
で
昼
食
は
ま
か
な
え
る
が
、
昔
か
ら
の
つ
き
あ
い
も
あ
り
、
長
瀞
の
食
堂

も
利
用
し
続
け
て
い
る
と
い
う
。

　

帰
山
二
週
間
後
、
地
元
で
オ
ヒ
マ
チ
に
相
当
す
る
「
ハ
チ
ア
ラ
イ
」
を
世
話
人
で

お
こ
な
う
。
帰
山
後
す
ぐ
、
講
元
が
ハ
チ
ア
ラ
イ
の
招
集
を
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
こ
な

う
。
平
成
二
五
年
は
、
七
月
五
日
午
後
六
時
半
か
ら
地
元
の
料
理
屋
で
お
こ
な
っ
た
。

お
わ
り
に

　

さ
て
、
今
ま
で
東
京
本
田
講
に
関
し
て
聞
き
取
り
、
そ
し
て
、「
東
京
本
田
講
記

録
」
か
ら
、
そ
の
歴
史
、
概
要
、
特
に
登
拝
時
に
関
し
て
眺
め
て
き
た
。
最
後
に
、

ま
と
め
と
若
干
の
私
見
を
述
べ
た
い
。

　

ま
ず
、
交
通
手
段
に
関
し
て
で
あ
る
。
そ
の
変
遷
は
、
鉄
道
、
バ
ス
、
ま
た
鉄
道

に
戻
り
、
鉄
道
・
バ
ス
の
併
用
、
バ
ス
単
独
と
い
う
歴
史
を
た
ど
っ
た
。
あ
ま
り
の

人
数
の
多
さ
か
ら
昭
和
三
五
年
（
一
九
六
〇
）
か
ら
、
本
部
・
東
部
へ
分
か
れ
て
別

日
に
登
拝
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
ち
な
み
に
、
分
か
れ
た
後
の
本
部
登
拝
日
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は
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
電
車
か
ら
途
中
バ
ス
に
切
り
替
わ
る
な
ど
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
本
部
、
東
部
と
も
に
バ
ス
へ
落
ち
着
い
て
い
く
が
、
三
峰
観
光
有
料

道
路
が
出
来
た
こ
と
が
そ
れ
を
後
押
し
し
た
。
バ
ス
は
途
中
い
ろ
い
ろ
な
場
所
に
立

ち
寄
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
レ
ジ
ャ
ー
の
要
素
の
強
い
講
の
旅
行
に
は
適
し
て
い

る
。

　
「
東
京
本
田
講
記
録
」
か
ら
は
、
戦
中
・
戦
後
の
世
相
を
垣
間
見
る
こ
と
が
出
来
た
。

登
拝
の
戦
中
の
中
断
に
対
し
て
意
外
に
早
く
復
活
し
て
い
る
。
厳
し
い
時
代
で
は
あ

る
が
、
早
く
平
時
に
戻
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
の
現
れ
で
あ
ろ
う
か
。
戦
後
の
復
興

と
い
う
、
視
点
か
ら
の
考
察
も
で
き
よ
う
。
こ
の
点
は
、
以
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

講
の
旅
行
は
団
体
旅
行
で
あ
る
が
、
様
々
な
個
人
の
旅
行
者
を
含
む
集
団
と
い
う

性
格
を
持
っ
て
い
る
。
お
互
い
を
干
渉
し
な
い
集
団
と
い
う
こ
と
が
現
在
も
講
が
続

い
て
い
る
一
つ
の
理
由
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
毎
年
の
講
員
募
集
に
よ
る
補
充

の
努
力
を
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
か
な
り
大
変
で
あ
る
。
参
加
者
の
主
力
は

リ
ピ
ー
タ
ー
で
あ
る
が
、
彼
ら
が
飽
き
な
い
よ
う
内
容
の
工
夫
を
怠
ら
な
い
。
現
在

の
講
元
瀧
澤
一
郎
氏
は
、
特
に
奮
闘
し
て
い
る
。
瀧
澤
氏
は
自
ら
会
社
経
営
で
培
っ

た
経
験
を
、
講
元
と
し
て
も
利
用
し
て
い
る
。
講
維
持
を
、
一
人
の
資
質
に
頼
っ
て

い
る
傾
向
が
強
い
こ
と
が
言
え
よ
う
。
講
維
持
に
関
し
て
は
、
も
ち
ろ
ん
、
三
峰
神

社
、
宝
登
山
神
社
の
努
力
も
見
逃
せ
な
い
。
講
社
巡
回
、
当
日
の
接
待
は
も
ち
ろ

ん
、
宝
登
山
神
社
に
至
っ
て
は
、
一
日
目
に
電
車
に
乗
り
込
み
、
打
ち
合
わ
せ
を
し

て
人
数
の
正
確
な
把
握
を
し
て
、
直
会
の
準
備
を
進
め
る
な
ど
の
努
力
が
見
ら
れ

る
。
ま
た
、
最
大
一
〇
〇
〇
人
い
た
講
員
は
、
長
瀞
の
地
域
を
経
済
的
に
潤
し
て
き

た
の
も
事
実
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
現
在
、
講
員
数
が
加
速
度
的
に
減
っ
て
き
て
い
る

の
は
憂
慮
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
当
た
り
前
だ
が
、
宝
登
山
神
社
で
記
録
し
て
い
た
「
東
京
本
田
講
記
録
」

か
ら
は
、
昭
和
三
年
以
前
、
す
な
わ
ち
宝
登
山
神
社
へ
立
ち
寄
る
よ
う
に
な
る
前
の
、

三
峰
神
社
単
独
登
拝
時
代
の
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。
東
京
本
田
講
の
全
体
像
を
描
き

出
す
た
め
に
は
、
三
峰
神
社
の
登
拝
の
様
子
も
明
ら
か
に
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
資
料

発
掘
を
含
め
、
聞
き
取
り
調
査
を
充
実
さ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

最
後
に
、
今
後
、
講
が
ど
の
よ
う
な
方
向
へ
向
か
っ
て
歩
ん
で
い
く
の
か
、
筆
者

と
し
て
も
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

註（1
） 

講
元
で
あ
る
瀧
澤
一
郎
氏
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
中
心
に
構
成
し
た

（
2
） 

埼
玉
県
秩
父
郡
長
瀞
町
宝
登
山
神
社
々
務
所
『
宝
登
山
―
宝
登
山
神
社
誌
稿
―
』

一
九
七
九
年
、
一
五
八
頁

（
3
） 

拙
稿
「
宝
登
山
の
オ
イ
ヌ
サ
マ
信
仰
と
宝
登
山
講
」（
長
谷
部
八
朗
編
著
『「
講
」

研
究
の
可
能
性
Ⅲ
』
慶
友
社
、
二
〇
一
五
年
刊
行
予
定
）

（
4
） 

二
〇
一
二
〜
二
〇
一
三
年
、
筆
者
に
よ
る
瀧
澤
一
郎
氏
、
逸
見
房
雄
氏
、
千
島
幸

明
氏
、
中
山
高
明
氏
、
曽
根
原
正
宏
氏
へ
の
聞
き
取
り
調
査

（
5
） 

拙
著
『
武
州
三
峰
山
の
歴
史
民
俗
学
的
研
究
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
九
年
、
埼
玉

県
秩
父
郡
長
瀞
町
宝
登
山
神
社
々
務
所
『
宝
登
山
―
宝
登
山
神
社
誌
稿
―
』
一
九

七
九
年
、
埼
玉
県
神
社
庁
神
社
調
査
団
編
『
埼
玉
県
の
神
社 

入
間
・
北
埼
玉
・
秩

父
』
埼
玉
県
神
社
庁
、
一
三
一
六
〜
一
三
二
一
、
一
四
〇
四
〜
一
四
〇
九
頁
、
参

照

（
6
） 

秩
父
地
方
は
、
オ
イ
ヌ
サ
マ
信
仰
が
根
強
く
展
開
し
て
い
る
地
域
で
あ
る
。
秩
父

地
方
の
オ
イ
ヌ
サ
マ
信
仰
に
関
し
て
は
、
次
の
文
献
が
詳
し
い
。
直
良
信
夫
『
日

本
産
狼
の
研
究
』
校
倉
書
房
、
一
九
六
五
年
、
平
岩
米
吉
『
狼
―
そ
の
生
態
と
歴

史
―
』
池
田
書
店
、
一
九
七
二
年
、
野
本
寛
一
「
山
犬
信
仰
の
発
生
と
展
開
」

（『
焼
畑
民
俗
文
化
論
』
雄
山
閣
、
一
九
八
四
）
年
、
飯
塚
好
「
お
犬
さ
ま
信
仰
と

そ
の
周
辺
―
秩
父
地
方
を
中
心
と
し
て
―
」（『
埼
玉
県
立
博
物
館
紀
要
』
一
五
、

一
九
八
九
年
）、
牧
野
眞
一
「
山
犬
信
仰
の
諸
相
」（
宮
本
袈
裟
雄
編
『
民
俗
宗
教

の
西
日
本
と
東
日
本
に
お
け
る
構
造
的
相
違
に
関
す
る
総
合
的
調
査
研
究
』
〈
平

成
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
﹇
総
合
研
究
Ａ
﹈
研
究
成
果
報
告
書
〉
、
一
九
九
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二
年
）、
拙
稿
「
秩
父
地
方
に
展
開
す
る
狼
信
仰
寺
社
と
そ
の
由
緒
」（『
動
物
観

研
究
』
一
五
、
二
〇
一
〇
年
）

（
7
） 
二
〇
一
三
年
、
筆
者
に
よ
る
瀧
澤
一
郎
氏
へ
の
聞
き
取
り
調
査

（
8
） 「
講
社
点
描 

東
京
本
田
講
社
」（『
み
つ
ミ
祢
』
一
六
〇
、
一
九
九
八
年
、
七
頁
）

参
照

（
9
） 

宝
登
山
神
社
「
東
京
本
田
講
記
録
」（
宝
登
山
神
社
蔵
）
参
照

（
10
） 

そ
の
他
、
講
員
個
人
で
御
眷
属
請
け
を
す
る
講
員
は
、
登
拝
前
に
古
い
御
眷
属
を

講
元
の
と
こ
ろ
へ
届
け
て
い
る
。
瀧
澤
氏
は
、
そ
れ
を
登
拝
の
日
ま
で
、
紙
袋
に

入
れ
て
取
り
ま
と
め
て
お
き
、
登
拝
時
に
三
峰
神
社
へ
持
参
す
る

（
11
） 

二
〇
一
三
年
、
筆
者
に
よ
る
中
山
高
明
氏
、
曽
根
原
正
宏
氏
へ
の
聞
き
取
り
調
査

（
12
） 

前
掲
「
東
京
本
田
講
記
録
」

（
13
） 

当
初
は
坊
入
と
記
さ
れ
て
い
た
。
直
会
は
祭
典
の
後
に
お
こ
な
う
の
が
通
例
で
あ

り
、
祈
祷
者
数
は
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
直
会
を
受
け
た
も
の
と
祈
祷
を
受

け
た
も
の
は
同
数
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

（
14
） 

空
欄
に
「
―
」
と
記
し
た
の
は
、
記
入
用
紙
に
講
全
体
の
登
拝
者
用
の
空
欄
が
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
宝
登
山
神
社
で
記
入
し
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、

直
会
を
受
け
る
人
の
数
と
祈
祷
を
受
け
る
人
の
数
は
、
ほ
ぼ
同
数
と
考
え
ら
れ
る

（
15
） 

前
掲
『
宝
登
山
―
宝
登
山
神
社
誌
稿
―
』
一
六
六
頁

（
16
） 

前
掲
「
東
京
本
田
講
記
録
」

（
17
） 

前
掲
「
東
京
本
田
講
記
録
」

（
18
） 

昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
）
講
元
は
病
気
で
参
加
で
き
ず
、
息
子
が
代
わ
り
に
登

山
し
て
病
気
平
癒
祈
願
を
し
て
い
る
（
昭
和
一
七
年
〈
一
九
四
三
〉
死
去
、
ち
な

み
に
昭
和
一
七
年
（
一
九
四
二
）
に
は
講
元
が
加
藤
氏
に
交
代
し
て
い
る
）

（
19
） 

前
掲
「
東
京
本
田
講
記
録
」

（
20
） 

前
掲
「
東
京
本
田
講
記
録
」

（
21
） 

前
掲
『
宝
登
山
』
五
四
〜
五
五
頁
、
参
照

（
22
） 

前
掲
「
東
京
本
田
講
記
録
」

（
23
） 

昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
）、
三
月
に
は
宝
登
山
神
社
が
、
加
藤
講
元
、
春
日
宮

司
、
鶴
岡
会
計
を
講
社
巡
回
す
る
記
事
が
出
て
く
る
。
ま
た
、
三
月
二
三
日
に

は
、
神
社
へ
役
員
を
招
待
し
て
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
る

（
24
） 

前
掲
「
東
京
本
田
講
記
録
」

（
25
） 

前
掲
「
東
京
本
田
講
記
録
」

（
26
） 

前
掲
「
東
京
本
田
講
記
録
」

（
27
） 

前
掲
「
東
京
本
田
講
記
録
」

（
28
） 

昭
和
五
五
年
（
一
九
八
〇
）
の
登
拝
は
、
選
挙
の
た
め
早
く
切
り
上
げ
ら
れ
た

（
29
） 

二
〇
一
三
年
、
筆
者
に
よ
る
瀧
澤
一
郎
氏
へ
の
聞
き
取
り
調
査

（
30
） 「
講
社
点
描 

東
京
本
田
講
社
」（『
み
つ
ミ
祢
山
』
一
八
四
号
、
二
〇
〇
四
年
、
九

頁
）
参
照

（
31
） 

参
加
す
る
個
人
の
中
に
は
、
こ
の
地
へ
嫁
に
来
た
人
が
、
遠
く
に
住
む
実
親
を
招

待
し
て
い
る
な
ど
と
い
う
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
世
話
人
と
の
縁
か
ら
、

埼
玉
県
川
口
市
の
人
が
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
ま
で
一
〇
年
ほ
ど
の
間
参

加
し
て
い
る
と
い
う
。
様
々
な
個
人
が
参
加
し
て
い
る
の
で
あ
る

（
32
） 「
企
業
物
語　

東
京
和
晒
株
式
会
社
伝
統
的
染
色
業
の
復
活
に
懸
け
る
男
」

（BigLife21

企
業
物
語
メ
デ
ィ
ア
）http://biglife21.com

/com
panies/2093/　

（2014

・12

・1

）
参
照

（
33
） 

前
掲
「
講
社
点
描 

東
京
本
田
講
社
」（『
み
つ
ミ
祢
山
』
一
六
〇
、
七
頁
）
参
照

（
34
） 

近
く
の
整
骨
院
は
、
お
客
さ
ん
な
ど
へ
声
掛
け
し
て
、
い
つ
も
多
く
の
人
を
集
め

て
く
れ
て
い
る
。
世
話
人
の
他
、
地
域
で
協
力
し
て
く
れ
る
人
が
い
る
の
で
あ
る

（
35
） 

バ
ス
で
出
か
け
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
、
瀧
澤
一
郎
講
元
は
自
動
車
で
行
っ
て

い
た
が
、
最
近
は
バ
ス
に
乗
っ
て
い
く
と
い
う

（
36
） 

以
前
は
、
講
員
の
グ
ル
ー
プ
の
規
模
が
大
き
い
場
合
は
、
同
じ
バ
ス
に
乗
り
切
れ

な
い
と
い
う
こ
と
で
参
加
を
断
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う

（
37
） 

瀧
澤
一
郎
氏
も
様
々
な
人
か
ら
受
け
取
っ
て
持
っ
て
行
っ
て
い
る
。
講
員
で
御
眷

属
を
請
け
て
い
る
人
は
世
話
人
の
中
で
三
人
程
度
で
あ
り
、
全
体
的
に
非
常
に
少

な
い
。
ち
な
み
に
、
瀧
澤
氏
は
請
け
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
代
わ
り
、
宝
登
山
神

社
で
は
、
木
札
を
請
け
る
と
い
う

（
38
） 

三
峰
神
社
で
の
宿
泊
に
関
す
る
精
算
業
務
は
、
宿
泊
し
た
翌
日
、
帰
山
す
る
時
に

講
元
が
お
こ
な
う
。

（
39
） 

長
瀞
の
食
堂
は
、
現
在
長
瀞
亭
と
若
松
屋
で
あ
る
。
一
五
〇
〇
円
の
予
算
で
店
へ

任
せ
て
い
る
と
い
う

﹇
付
記
﹈

本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
瀧
澤
一
郎
氏
、
逸
見
房
雄
氏
（
三
峰
神
社
祢
宜
）、
千

島
幸
明
氏
（
三
峰
神
社
祢
宜
）、
中
山
高
明
氏
（
宝
登
山
神
社
宮
司
）、
曽
根
原
正
宏

氏
（
宝
登
山
神
社
祢
宜
）
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
改
め
て
お

礼
申
し
上
げ
た
い
。

―187（40）―


